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会 員 は 名 符 会 員 WEAR, ROWAALL, ARR NAAR 00M, AMeAR EIA 
S000 還 公正 に と す る . 
il 


ERR, 委員 は 会 の 運営 に 当る . 幹事 は 会 の 事務 を 分 担 す る . 


総会 は 委員 長 が 召集 し , 少な く と る 年 1 回 開催 する . 総会 の 成立 は 普通 会 員 178 以上 の 出席 を 要 


本 会 の 事務 所 は 東京 大 学 地雷 研 先 所 内 に お く ・ 
委員 の 選挙 は 普通 会 員 に よる 30 名 連 記 の 通信 選挙 に たより, 地球 物理 関係, 地質 関係 , 地球 化学 


a 


関係 の 各部 門 問 に 適正 に 配分 され る 様 考 皿 し て 行わ れる . 
会 計 年 度 は 4 月 1 日 に 始 つ て 3 月 末日 に 終る . 
会 則 の 変更 は 総会 の 議決 に よる . 
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伊豆 大 島 に 於 けり る 人 類 遣 跡 と 火山 活動 史 


東京 大 学 理 学部 地質 学 教室 久 野 A 
(昭和 30 年 11 月 2 日 発表 ・ 昭 和 32 年 11 月 10 日 受理 ) 


Human Remains in O-sima Volcano, Izu, and the History 
of Volcanic Activity 


Hisashi KUNO 
Geological Institute, University of Tokyo 


Human remains of Middle ZyOmon (JOmon) age (about 4500 years old) have been found 
between a tuff layer and a lava flow exposed at Tatunokuti on the western coast of O-sima, 
Izu, south-southwest of Tokyo. These rocks were formed during the period of pre-caldera 
or Somma lava activity. As the surface of the tuff layer had been subjected to weathering 
and stream erosion before the remains were laid down, the volcano appears to have been 
dormant or at least weakly active for some time before the pre-historic men lived at 
this place. The time interval between this stage and the close of the Somma lava activity 

is estimated as at least 1000 years, and probably about 2000 years. Therefore the forma- 
tion of the summit caldera may be dated as 3000 or 2000 years old. 


§1. 緒 
PEAS EERO ACT, 火山 噴出 物 の 間 に 人 類 遣 跡 の 存在 する こと は 古く か ら 
知ら れ て いる (鳥居 , 1902). 遺跡 上 下 の 燈 内 ・ 火 山 砕 局 岩層 は 大 島 外 輪 山 燈 岩 活 動 期 の も の 
で ある こと 既に 認め られ て いる が (KEK, 1901; BE, 1902), COMBO CUMS E 5 
も ゃ の は 外輪 由 形 成 後 た 外輪山 外側 の 側 火 口 か ら 流 出 し た も の で , ご く 最 近 の も の で ある か る も 知 
れれ な いと の 笑 問 を 持つ た 人 も ある (HR, 1902). 大 島 を 詳し く 調 査 し た 坪井 (1920) th, Ga 
Bh EF OME ML S1d OPMLIIEYNE RHO LOChSLELTWHS. COMME FORA 
i UAEMMOLOCHSELTEL FCOPOLOMOBECSSALOD, EKMMOREK 
態 が どの よう な も の で ある か を 詳細 に 調べ れ ば , 火山 活動 喝 の 一 部 を 明らか に する こと が で 来 
る で あろ ろう. CORREMULT, 筆者 は 1954 年 7 月 ・1955 年 8 月 の 2 回 同 地 を 訪れ た . 
ご の 結果 を 本 次 と 記述 する . 筆者 の 観察 の 結果 は 本 質 的 に は 大 築 ・ 鳥 居 等 の それ と 大 差 な い . 
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Ld LEB OME ODE HAVE AML HEE PLLA IE OMA E Cle YE OMO BING HE 
た も の か , HOTHAVF 7 OMBILS Db LY OMACHTDNKALAS SH & THOR. 
ARVEBUIC 4OC, 人 類 学 上 の 考察 に 関し て は 東大 理学 部 人 類 学 教 室 の 山内 清和 男 氏 に 負う 所 
が 多い . ここ に 謝意 を 表す る . 本 研究 に 要 し た 費 用 は 次 部 省 自 然 料 学研 究 費 に 負う た . 


§ 2. 遺跡 存在 状態 

意 の 日 は 元町 の 南野 増 部 落 か ら 1km 位 南 の 海 早 に と ある. WRORORMMILIFRM OA Z 
ッ チ に 示す 如く で ある . MCA LHLERNGAR: BE ERS “WKLOR”, HO BO 
Re “つぼ つぼ の 沢 ”, 図 中 で で LH LRM “BON” と 呼ん で いる , 筆者 が 野 増 で 聞い 


Sea level 


Outcrop of Somma lava and pyroclastic rocks on the sea-cliff at Tatunokuti, O-sima, Izu. 
The pre-historic human remains are found at the points marked e and f. 


CANE Lit A ORAS “BOO” BAW “wKOMR” CHS. 

MO alLCOBMMMCOREORAC, その 上 に 時 代 的 の ギャ ッ プ な し に bORMKE- # 
We URS 7m) が の る . これ は 褐色 で よく 成層 し て いる . 図 の 右 方 で は bORKA+ BE 
層 の 間 に レ ンズ 状 に c OM BMPESS. c は 赴 出 面 に ほぼ 直角 な 小谷 を 充 し て 流れ た 族 岩 
で ある が , この 浅 谷 は a の 燈 岩 が 流れ た 時 に ゃ 既に 存在 し て いた らし い . a と c OMBBO 
間 に は 大 し た 時 代 的 ギャ ッ プ が な く , c が 流れ た 後に も b OWKRE - BEOMMRM BI. 

この 後 や や 永い 期間 た 豆 つ て 火山 活動 が 休止 し て いた か , また は 休止 し な いま で る も 活動 が 徴 
弱 と な つて こと の 方 面 に 噴出 物 を 堆積 せしめ なかつ たら しい . この 期間 中 に b の 砕 層 岩 層 の 表 
面 に は 侵 人 触 と たよ つて 所 々 に 谷 が 形成 され , 0.3m HORST 風化 帯 及 び 土 壌 を 生じ た . この 
地表 面 は d つ e つ f つ g の 面 で 示さ れる . d 点 は 当時 の 谷 壁 に 当り, ここ で は 褐色 の 土壌 が b 
DRINK OB LUT talus を 作 つ て いる . この 風化 帯 の 上 た 人類 遺跡 が 発見 され る . 大 
人 築 -1901)・ 鳥 居 (1902) に ょ れ ば 居住 跡 に 縄 紋 土 器 ・ 石 器 (材料 は 玄武 内 ま た は 安山岩 ・ 黒 曜 
BA ARAYA) Re (東大 理学 部 人 類 学 教室 保存 標本 に は 猫 ・ 鹿 の 骨 が 認め られ る と 
いう . 山内 談話 )・ 人 骨 が 見 出さ れ た と いう . 現在 で も 図 の e・f で 石器 が 採集 され る . 

この 後 火 山 の 活 動 が 再開 され , まず bh の 性 岩 が 流れ , か つて c OMBRBELLBALAL 
置 に 形成 され て いた 潜 谷 を 充 し , これ に 引 続 い て i OW (BS 2~4m) が 広く 地表 面 を 春 
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い , その 一 部 は 現在 の A の 谷 と 同位 置 に 存在 し て いた や や 深い 谷 に 流れ 込ん だ . i OKO 
熱 に よ つ て その 下位 の 風化 帯 及び 土壌 は 酸化 され 赤色 に 変じ , 同時 に 人 骨 ・ 獣 骨 も 黒焦げ と な 
OTe US ks 1002) 


FOUR BAS RRR IE Lica, また は この 方 面 に と 噴出 物 を 堆積 せしめ あな いよ うな 状態 と な 
D, COMMA i の 燈 岩 の 表面 は 侵 触 され , 図 の e KEL MOMMA CET, i 
OWAILRA GN TT Ox. 

この 後に 再開 され た 活動 たよ ょ つて 泥 流 」 を 堆積 せしめ た. COB—TORMME BO HERDS 
止ん で | の 層 の 表面 に は 多少 の 侵 人 租 が 働い た らし い . し か し 著しい 風化 帯 を 形成 する に は 至ら 
が っ 7a KE (1901) + Bie (1902) CLA | BOLWDOLABABAAH, CHiBl 
在 の 日 本 人 の 祖先 の 残し た も の で , 1000 年 以前 の も の で ある と いう . | 

この 後 の 活動 は 穏やか に 火山 灰 を 降ら し た 活動 で , REE KURI k (ES 3m) を 堆積 せ 
し あめ た . この 層 は この 附近 の 地表 面 を 広く 和 覆 つ て いる も の で , A・B の 谷 で 切ら れ て いる 以外 
は 現在 の 地形 面 と ほぼ 平行 し て 堆積 し て いる . これ は 外輪 山 幅 岩 活動 期 の 末期 の 噴出 物 ら し 
Ww. 

(a, c,h, i ORBOBRAAHOAMUGBOtTHE—-RLTRYD, Rigs AVF FMERIO 
FIRE (EOCTWRIBE CHS. また カル デラ 陥没 後に この 方 面 に 側 火 日 が 出現 し て 燈 岩 を 流 
し た りり 大山 灰 を 降ら せ た と た 形跡 は 無い . 


§ 3. 結論 

以上 の 観察 か ら 次 の ご と き 結 論 が 得 ら れる . 

1) 図 の e; f に 人 間 が 居住 し て いた の は 外輪 山 燈 岩 活 動 期 の 中 で を 比較 的 永い 間 活動 が 休 
止 叉 は 衰 徴 し て いた 時 期 で , 地表 は 土壌 た 和 覆 わ れ , 従 つ て 植物 も 繁茂 し て いた で あろ う . MH 
・ 鹿 等 が 住ん で いて , 人 間 は と れ 等 を 狩猟 し て いた と と も 考え られ る . A の 地点 に は 3~5m 
の 深 さ の 谷 が 存在 し て いた . この 谷底 に 多少 の 流水 が あつ た と る 想像 され る か ら , 人 間 は これ 
光 飲用 する た め に この 谷 に 近く 居住 地 を 設け た の で は な か ろう か . 

コ 2) COMKLHFLEBABCLOCAMBEHIE DS Poon, 発見 され た 人 租 は , 
BE (1902) の 考え た ご と く は た し て 生き て いる 間 に 燈 媒 の 下 に うめ られ た の か どう か は 任 わ 
し い . な ん と な れ ば この 附近 の 様 な 緩 傾 倖 面 で の 姓 岩 の 流下 速度 は , 人 間 が 逃げ る 暇 の な い 程 
に 速い も の で は な いか ら で あ る . さら に i の 燈 岩 が 流れ て 来る 直前 に h OA AEN Te 
も る の な ら ば , な お さら 危険 の 予告 も ぁ つ た 徐 で ある . AK (1901) は 発見 され た 人 骨 が 完全 な 
る ふ の で な い 事 実 か ら 』 死 ん で 骨 に な つて か ら 誠 岩 に うず め ら れ た と 考え て いる が , この 方 が あ 
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3) e, f の 人 間 居 住 後 外 輪 山 燈 岩 活動 期 の 終り まで に 2 HORMRMMS YD, その 中 で も 
j の 混 流 堆積 前 の も の は 可 な り 永 く 続 いた らし い . な ん と な れ ば i の 燈 岩 が 一 個所 で 完全 に 取 
去ら れ そ の 下位 の 凝灰岩 層 ま で も を ぐつ た 谷 が で き て いる か ら で あ る : この 程度 の 侵 触 作用 は 
どう し て る 数 百年 以上 か か つた も の と 見 な けれ ば ば ならない. 故に 人 間 居 住 後 外 輪 山 燈 岩 活動 期 
の 終り まで は 1000 年 ある い は る もう少し 永い 時 間 が た つて いる こと に な る . WA (個人 談話 ) 
に ょ れ ば , ここ の 縄 紋 土器 は 中 期 縄 紋 時 代 の うち で を も 古い も の と 新しい も の と が 含ま れ て いる 
と いう . 燈 岩 の 流れ た の は 勿論 新しい も の と ほぼ 同時 の 答 で ある . PUMAHROM OILTH 
WARE REAR O CY! の 測 冠 結果 か ら ほ ぼ 4500 年 前 と され て いる (Libby, 1951). 

HICSS ANE OKO DOILS 2b 3000~2000 年 前 , 従 つ て カル デラ の 陥没 し た の 
も ほぼ この 位 の 時 代 ま た は それ より や や ゃ や 後 で ある と いう 見当 バボ バ つ けら れる . 

M7 日 道 獣 骨 叉 は 人 肖 に 就 い で 今後 の デ ベト を 行う に と に よっ つて 年 代 が より 正確 基 決 
定 し , 叉 同じ 方 法 に ょ つて | の 泥 流 堆積 物 上 の 遺跡 の 年 代 も 決定 すれ ば , カル デラ 形成 の 年 
代 も より 詳し く 判 る で あろ 5. 

ヵ ル デラ 形成 の 年 代 が 知れ る と , 岩石 学 上 た に も 重要 な 資料 が 得 ら れる . すなわち 久野 (1953) 
が 前 に 論じ た ご と くさく 外輪 山 燈 内 は 伊豆 地方 の 本 源 マ グマ の 45% が 結晶 と し て 取 去 られ た 時 の 
残 液 の 成分 を 代表 し て お り , カル デラ 陥没 後に 噴出 し た 中 央 火 日 丘 燈 岩 は 同じ 本 源 マグ <3 Oo 
50 が 結 品 し た 時 の 残 液 の 成分 を 代表 し て いる . カル デラ 陥没 後 中 央 火口 丘 燈 岩 活 動 開始 ま 
で の 期間 が 3000 年 より 短 か く , 恐らく 2000 年 か 1000 年 位 の も % も の で あぁ つた で あろ う が , こ 


の 期間 内 に 地下 の マグ マ の 溜り で は , 本 源 マ グマ の 5 が 結 品 し た と いう こと に な る . 

4) 大間 が 居住 し て いた 時 代 以 後 当地 域 が 多少 沈降 し た 可能 性 は あぁ つて る も, 著しく 降 起 し た 
と は 考え られ な い . な ん と な れ ば , 若 し 降 起 が あつ た と すれ ば 居住 地 は か つて は 現在 より も つ 
と 海水 面 近く の 高 さ に あぁ つて 大 波 の 飛 潜 も か か つた で あろ うう から, を の よう な 場所 た に は 人 間 は 
flee DE AZT DO CHAD. 
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東京 大 学 理学 部 地質 学 教室 山崎 正男 
(昭和 31 年 10 月 28 日 発表 ・ 昭 和 32 年 11 月 20 日 受理 ) 


The Volcanic Activity in the Later Stages of the Development of Nantai, Nikko 


Masao YAMASAKI 
Geological Institute, University of Tokyo 


Nantai Volcano was formed by the following successive events; 

l. Main stage of activity characterized by the alternate eruption of lavas and pyroclas- 

tic rocks of olivine-pyroxene andesites. 

2. Period of quiescence. 

3. Later stage of activity. 

a) Eruption of non-porphyritic glassy andesite scoria (scoria fall followed by scoria 
flow) . 

b) Eruption of hornblende-pyroxene dacite pumice (pumice fall followed by pumice 
flow) . 

c) Outflow of viscous lava flow of hornblende-pyroxene dacite. 

The eruption of the scoria fall was probably caused by explosive foaming of magma 
within the vent. Scoria fragments were shot into the sky; their angular shape suggests 
continued explosive foaming of scoria even after they left the crater. The scoria fall was 
followed by the scoria flow. This change would be attributed to the decline of explosive 
foaming within the vent due to a decrease in vapor pressure of the magma. Scoria frag- 
ments were no longer shot up but overflowed the crater rim and flowed down the slope. 
The facts that the scoria flow deposit was strongly welded, and that lithic fragments derived 
from near the crater are included in scoria blocks suggest the low visdosity of the foaming 
magma. 

The eruption of the pumice fall was followed by the outflow of the pumice flow. This 
change would also be attributed to the decrease in vapor pressure of the magma. The foam- 
ing of pumice blocks after leaving the crater was probably weaker than that of the scoria 
eruption. Thus pumice blocks do not have angular shapes. Pumice blocks seem to have 
been consolidated almost completely within the vent. This is suggested by the facts that 
none of lithic fragments in the pumice deposits are included in pumice blocks, and that no 
marked welding of the pumice flow deposit is observed. 

Further decrease in the vapor pressure of the magma would slow down foaming of the 
magma in the vent. The magma gently rose up to the crater and outflowed as a viscous 
dacite lava. The foaming of the lava after the outflow was also gentle. Hornblende phe- 
nocrysts of the lava had been dissociated to aggregates of grains of pyroxene and ore mine- 
ral before the eruption of the lava took place. This may suggest the decrease in vapor 


pressure of the magma within the reservoir. 
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A similar succession of events was also observed in the development of Nyohé-Akanagi 


Volcano, Nikko. 


Sl. Ape 

日 光男 体 火 山 は 海抜 2484.4m CHBOe & ik MSR (水深 172m) 湖面 か ら 1200m 
余 の 高 さ を も つ . この 火山 は 山頂 た 北方 に 開く 馬 跡 型 の 火 日 跡 が あり , BRLNUL KA REO Path 
に ある . さら に この 火山 の 末期 の 噴出 物 は 繰返し 火口 か ら 北 方 へ 流下 し た の で 山形 は 南 半 と 北 
半 の 対称 を 欠く . この こと は 男 体 を 西方 の 戦場 ヶ 原 か ら 眺 る る と よく 判る . 男 体 の 成長 の 主 な 
段階 で 行わ れ た 噴火 様式 に と くらべる と , それ に 続く 末期 の 活動 は 種々 な 点 で 異 つ て いる が , 特 
に 著しく 爆発 性 を 増し た こと が 大 き な 特 徴 で ある . も と より 男 体 は ちず か に 1902 年 に 鳴動 の 
記録 を 持つ だ け で , 歴史 時 代 に は 活動 が 停 凸 し て いる の で , われ われ は 野外 調査 か ら 激 し か つ 
た 末期 の 噴火 の 様子 を 想像 し うる の み で ある . 私 は 以下 に 末期 の 噴火 の 概要 を 記し , その 噴火 
機巧 に 就 い て 考察 する . 


§ 2. 男 体 の 成長 史 
BRO RR, 周囲 の 地質 と 噴出 物 中 に 混 る 外来 撤 出 物 と か ら 判 断 す る と , 花 賠 岩 が 主 で あ 
つて , その 上 部 に 石英 班 岩 も 存在 する らし い . BROLRERICEGELEOD BBM あ 

5, 男 体 の 北方 に は 大 真名 子 燈 岩 円 頂 丘 , KRAMCHARAM EMSS. いずれ る も 男 体 の 
噴出 物 に より 一 部 が お お われ て いる (山崎 , 1950) . 

第 1 表 に 男 体 成 長 の 歴史 を 要約 し て 示す . 男 体 の 東北 に 隣接 し , 男 体 より 旧い 成層 火山 で あ 
SEATHEKIO REOWE (Yamasaki, 1954) を 要約 し て 第 1 表 に 並 記す る . CORDES 
新旧 2 つの 火山 の 長 成 過程 に は , 共通 し た 活動 様式 の 変化 が ある こと が , 第 1 表 か ら 容 和 易 た 認 
め ら れる . 第 2 表 は , 第 1 表 で 示さ れ た 成長 の 各 段 階 で の 噴出 物 の 化学 成分 を 表示 し た も の 
で , それ ら を 比較 する た め に Mg—Fe”’+Fe’”—Na+K (原子 比 ) の 三角 図 表 た に 点 示 し た の が 
第 1 図 で ある. 第 1 図 に は 女 亭 赤 雑 火山 の 噴出 物 の 成分 も 点 示 し て ある . 第 1 図 を 見 る と , い 
ずれ の 火山 で も 主 活動 期 た 噴出 し た 燈 岩 は 図 中 の 破線 の 上 方 に あり , 末期 た 噴出 し た も の は , 
FAD scoria を 除き 破線 の 下方 に ある. COLI G=GNRECCLTYRSRERORG 
は 上 部 に , 紫 菊 煙 石 質 岩 系 の 岩石 は 下部 に 点 示 され る こと と は , 既に 久野 (1953) に より 伊豆 地方 
の 岩石 に つい て 示さ れ て いる が , KER KMOBWS &S < RB RIC SS. 男 体 の 場合 る 
主 活動 期 の 噴出 物 は すべ て ピ デ ヂ ォ オン 交 石 質 岩 系 に 属し 破線 の 上 方 に ある . 末期 の 噴出 物 は 右 基 
が ガラ ス 質 で , BHO MG OD ie HE & DABS (1950) の 定義 に 従 つて 直接 岩 系 を 決定 し 得 ぬ . 
し か し DEAE ENA SHO 4 OIL RERRHUIT REM Ric 属す る と 考え られ る か ら , や は 
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第 1 表 Bk k Wm EB w 
REPEC BCA «= LR eS 2s A, b 77a FA Ba i i a A eusua 紫 系 
| 英 安山岩 (basic inclusion を 含 fk 
| 
末 | 音頭 滝 軽石 流 お ょ び 荒 ARVANA EL Ai 
2 {SEE uy SUEDE ULE MH LO lf 
居 物 の 噴出 Scoria flow 堆積 物 。 無 斑 品 質 ガ ラス 質 次 山 岩 aeope 
第 1 回 | (welded scoria) (異質 類 質 撤 出 物 多 し ) 3 BRA 
今 市 降下 scoria 堆積 層 
| 休止 期 (BERR EFS) 
" Ds Ab AB aA RIS Ze YH ee 
| 通 EE I im 
yy | 燈 岩 流 と 火山 砕 記 物 正誤 形成 選 , 2 Ab Aa ERIC meni zie | 2 
D の 交互 噴出 円 氏 形 成層 火山 体 の 成長 DA, AE Of Me EME RELL ES ( ン 
期 (GRO MOI Eiken} Kate 岩 質 | ie 
| ZEW EC ap 石 
KARE KIL RE 
MaPEX Te Kg © Tit 山頂 円 頂 丘 eH HU Ee RA RAS Eat 
末 (basic inclusion を 含む ) ae) 
KER 
期 | Pyroclastic flow 流出 上 原 軽石 流 堆積 物 ie FAB AL) 7G 
ites Atta aite. aber ue: a erent 休 JE ALP cece cee eee ee eee 
ae Me TLR Aaa fk i aa ZZ LL et ne 
活 : — DADA AeA ETM ERG | 7 
De ore XO pacumone oe eet 
» MELINA RARE ds A, ALLL 
期 (Ze Yue yh aA BIS 4) 7 
JK VBE Ze ee Sty fa 


DR IRHE & ARR, ARM OMA ld RARE A RIC LBRO PHICRMENS LW 5 BR 
が 成立 つて いる . 但し 末期 の 第 1 回 に 噴出 し た scoria (第 1 図 ・6) は 無 班 唱 ガ ラス 質 で , 岩 
系 の 判定 は 全く つか な い の で , BRRBEL TL. この scoria の 成分 は 破線 の 上 方 に 点 示 
され る . BAC, CFF VHRRBRICRT SCL OER KABC, 分 化 が 進ん だ も の が な 
WOT, それら の 成分 を 点 示 し て 比較 する こと が で き な い . し か し 両 岩 系 の 境界 の 破線 の 位置 
PMEERECLHOTCWH4OC, それ を 参考 に すれ ば この scoria (hE FA YVRABAACE 
する と 推定 され る . 

主 活動 期 た 噴出 し た 火山 砕 局 柏 層 は 当時 の 地形 起伏 に 沿っ て 堆積 し た が , 末期 活動 に 入る 前 
に 活動 の 休止 期 が あり , 侵 僕 作 用 た に より 新た な 地形 面 が で きた の で , 末 期 第 1 回 の 噴出 物 で ある 
scoria の 降下 堆積 物 は その 地形 面 に 平行 に 堆積 し , 主 活動 期 の 堆積 物 と は 一 見 終 行 不 束 合 の 関 
係 を な し て いる . か くし て 再開 され た 活動 は 主 活動 期 た 比 し 著しく 爆発 性 が 強く , 主として 以 
下 に の べ る よう な pyroclastic rock の 多量 の 噴出 と いう 形 で 行わ れ た . 私 は 男 体 の 末期 を , 
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この 休止 期 以 後 と し た が , 上 に 述べ た よう に こと れ を 境 に 岩 系 の 変化 も 起 つ た と 断言 は で き な い 
の で ある . 


jars BE" 


Na + K Mo 


第 1 図 a BAKA wWoO Mg—Fe’+Fe’’—-Na+K & (原子 比 ) 
@rcsr VHA GA, OF MER AR 
信 岩 系 不明 . 番号 は 第 2 表 に 対応 する . 


Fo + Fe 


Na + K 


第 1 図 b PCRIRAEK LUMEN Mg—Fe’+Fel”’—Na+K 図 (原子 比 ) 
OCF HGAER, ORME ER. 
EAL ALDRICH (Yamasaki, 1954) 


§ 3. AHH 
第 1 表 に 示し た よう に , 男 体 の 末期 は 3 回 の 噴火 た 分 けら れ , 最後 の 1 回 の み が 燈 岩 流 出 
で , は じ め の 2 回 は pyroclastic rock の 多量 の 噴出 で あつ た . この pyroclastic rock OR 
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出 は , 2 回 と も , pyroclastic rock を 空中 pHi 4% fall の 噴出 と , pyroclastic rock Fe Bh, 
ZOW Cutts pyroclastic flow の 噴出 の 両方 の 噴火 様式 を 併行 つて いる . 第 1 回 を 
scoria OM, 第 2 回 を 軽石 の 噴出 と 呼ん だ が . 噴出 様式 の 上 か ら は 両者 は 似 て お り , AR 
な 噴火 機巧 で 繰 返 る えれ た 噴火 で ある と 考え られ る . 

末期 の 噴出 物 が 常に 西北 また は 北 に 向 つ て 山腹 を 流下 し て いる の は , KOR ORS OTERO 
北 で 低く な つて いる た めで ある が , と れ が 単なる 侵 触 に よる も の か , MIMIC LS MMIC ISS 
Om, また は 山体 全体 の 変形 に よる も の か は 判 つ て いな い . 


1) Scoria O#bH 第 1 回 の 噴出 物 は 降下 scoria で , 褐色 な いし 黒褐色 の 多孔 質 な 岩石 


A URE G (WTA 

B 軽石 流 H 上 原 軽石 流 | AE AHE 

C Scoria-flow 男 体 火山 I 詩 活 動 期 噴出 物 

D 降下 scoria J FeAe 

E 詩 活動 期 噴出 物 Koy om 

F AAR OHA - KIA ONE. 太郎 ・ 山 王 帽 子 ・ 三 岳 ) 

1 男 体 火 山 2 LAE 3 中 禅 寺 湖 4 日 光 "5 Si 6 宇都宮 7 矢板 
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で , 第 2 回 の 噴出 物 で ある 軽石 に と 比べ て 色 が 濃い の で scoria と 呼ん で いる が , MAK BE 
宜 的 な も の で ある . 


COM CHIC HHH Stic scoria は 気流 と の つて 東南 東 た に 流れ, 関東 平野 北部 を 横断 
L, AVHCE CELE. この 降下 scoria の 堆積 物 の 分 布地 域 の 幅 は 宇都 宮 附 近 で 20km 
RCHS (阿久 津 , 1955). 第 2 図 に と の scoria の 堆積 物 分 布地 域 が 示し て ある . 

この 地域 の 中 心 線 た 沿 つ た 数 点 で 測 つ た 堆積 剛 の 厚 さと , scoria の 粒 径 と を , 噴出 口 か ら 
の 距離 に 対し て 表示 し た の が 第 3 図 で ある . 


Thickness 


Grain Size 


第 3 図 男 体 火山 降下 scoria Kh PRE AHERMD KA dsb © RRBE & 
層 厚 及 粒 径 の 関係 を 示す 
破線 降下 scoria 実線 降下 軽石 
粒 径 , 最大 粒 径 10 個 の 平均 値 層 厚 m 


火 唱 か ら の 中 離 ほ た 応じ て 層 厚 る 粒 径 も だ いた い 規 則 的 に 減じ て いる . この 場合 の 粒 径 と は , 
規 頭 面 で 任意 に 選ん だ 1m 四方 の 範囲 内 に 蜜 出す る scoria 塊 の うち , 最も 大 きい も の から 
順次 10 個 を 選び , それ ら の 直径 の 平均 値 を と つた も の で ある . 

こと の scoria の 風化 物 は 束 燥 し た 場合 は 英和 白色 で あぁ る が , 水分 を 含む と 鮮やか な 赤色 な いし 
赤褐色 を 旦 す る . TSH (UAH, 1943), 今 市 軽石 層 (阿久 津 , 1957) と よ ば れ て いる の 
が この 降下 scoria BC, これ は 男 体 の 西方 に は 分 布 し て いな い , 
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2) Scoria flow の 流出 降下 scoria OPHICe|SEX scoria flow の 流出 が , 同じ 山頂 火 
日 か ら 起 り , い わ ゆ る 熱 枝 の 形 で 山体 の 西 か ら 北 に か け て の 山腹 を 流下 し た . と の scoria flow 
の 堆積 物 の 下部 は 著 じ い welding を お ポ と し, 黒色 また は 黒 灰色 で , し ば し ば 光沢 を 持つ 維 密 
な 岩石 と な つて いる . OCR (1899) が 黒色 ヘリ 質 族 内 と 記載 し た の は これ で ある . 一 見 
AARC, 柱状 の 割 目 や 板 状 の 割 目 が 生じ て いる 場合 が ある. 山体 西側 の 放射 谷 や , RALBO 
か ら さ も わ 人 弁天 等 で , この 堆積 物 の 好 十 出 が み ら れ る . Welding の 著しい 部 分 は 3~4m で , F 
の 上 に 載る welding の 不 完 全 な 部 分 の 厚 さ も 同 程度 で , 堆積 物 全 体 の 厚 さ の 制 に , welding 
が 著しく 起 つ て いる の が この flow の 特徴 で ある . 堆積 時 の scoria の 粘性 が 小 で あつ た こと と 
DHE SIS. 

か ら さ わ 弁 天 で は この welding し た scoria flow 堆積 物 の 下 に 降下 scoria 堆積 物 が あり , 
その 堆積 物 の 下部 る 若 王 welding を お こし て いる . これ は 火 唱 か ら の 距離 が 近い た め あめ 降下 
scoria 堆積 物 も welding を お こす 程度 の 粘性 を 保持 し た まま 厚く 堆積 し た か ら で あ る ろう 5. 


3) Scoria AHHH Scoria は 褐色 多孔 質 で , FET scoria は 角張っ つた 不 規則 な 多 
面体 で ある. これ は 卒 中 に 鬼 出 され た 後 も , scoria 塊 の 発泡 と 破裂 が 続い た こと を 示し て い 
oe 

Scoria (LSE F CILIGWLKBEO V7 ABMBRABALELOKES FOTOS. ARGH 
BEOVM MRR RET OO, それ ら は し ば し ば 集合 し て , LANWABRODAF OT 
WS. COWMANWRAORAIL, AX OKE SOMME TOT, scoria と と も に 抗 出 され て 
お り , 上 述 の 斑 唱 状 の 鉱物 は , これ か ら 由 来 し た 皇 筐 結晶 で あろ うと 思わ れる . 

Rittmann (1936) は 休止 期間 の 後に , 閉ざさ され た 火口 道 を 賀 い て 再開 され た 噴火 を Initial- 
ausbruch と 呼ん だ が , この scoria の 噴出 は まさ に それ で あつ た ろう . この 休止 期間 中 に 火 
HAC ST TOP CRIS L CHAL KIRAN BRORRBADBRENTORELY. 
この 岩 体 は , DADABR SARA RRB AILAD IS, ER (CFA Ve 
DERE Lic RRMA) LADUE SCE THO, ERIC LRU St VER RER 
の マグ マ の 固 結 物 で ある . Scoria 噴火 の 際 , C—O BAKPRBANMMHANKOCEAIDLS 
これ ら 撤 出 岩 塊 を 同 源 深成岩 質 抑 出 物 (第 2 表 。 10, 11) と よる 

基 擬 の 花岡 岩 質 岩石 も し ば し ば 破片 と な つて 撤 出 され て いる . それ ら は マグ マミ マ の 熱 な より, 
A zFED opacite 化 , 正 長 石 の sanidine 化 , GEL RAORMOMML BE RAOB ILS 
お こし て いる . 飯山 1954) は か か る 将 塊 の 一 個 と ついて, 石英 の 転移 温度 を 精密 に 測 窪 し , 
石英 の 結晶 温度 が , 男 体 周 弧 の 花 韻 岩 の 石英 の 結 品 温 庶 より 高温 で ある こと と を 示し た . し か し 
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fe SAUTER D> BILE OV BE LIK LAB A O BLO fs GE CIR eb LY LHS 


る CIV OFC i a HE DBL — EDD dh LT SOAR CH SOC, 測定 の 精度 如何 で 


は , BDLO{EMADERL, 再 結 唱 し た 石英 と が 示す 値 の 中 間 値 が 得 ら れる 可能 性 が ある と 考 
る る. 徒 つて 私 は この 噴火 の 際 の マグ マ の 温度 が , 同様 な 方 法 で 推定 され た dacite や rhyo- 
lite HORROR MBE LO Ror Lae eiew. 


C4U 6 HO er PeUE MH XO scotia 塊 た つか まれ て いる こと と が 多く , KKAMHED DS HRL EL 
皿 わ れる 主 活動 期 の 燈 岩 片 や , 隣接 の 大 真名 子 火山 肉 岩 も , scoria 塊 中 に た つか まれ て いる . こ 
の 事実 や , 堆積 物 の 示す 激しい welding の 現象 は , いずれ る を も scoria が 粘性 の 小さ な 状態 で 
WEEE CELOCKIECE RARE TW S. 


4) EO FTL scoria の 噴出 と 軽石 の 噴出 と の 間 に は 長い 期間 が 経過 し た と は 
ioavig ws. 降下 scoria 堆積 物 と , 降下 軽石 堆積 物 と の 聞 に は 侵 触 や 黒土 の 形成 等 の ちあ と は 見 
られ な い . 風化 し た scoria 堆積 層 が 赤色 を 呈す る の に 対し , 降下 軽石 層 は 黄 白 色 で , 両者 は 
鮮やか な 対 周 を し あら じ て い る . 降下 軽石 堆積 層 の 分 布地 域 は , 宇都 宮 附近 で は 降下 scoria の 
それ と ほぼ 一 致し て いる (阿久 津 , 1955) が , 男 体 北方 の 鬼 設 川 流域 に ゃ 堆積 物 が み ら れ る の 
で , 噴出 当時 の 気流 が scoria 噴出 の 時 と は 異な り , か な り 乱 れ て いた の で は な いか と 思わ れ 
る . 堆積 物 は 一 般 の 降下 軽石 堆積 物 に と ぐら べ て sorting が 悪い . その 原因 が や は り 気 流 の 乱れ 
に よる も の で ある か , 堆積 時 の 軽石 の 崩壊 や , 堆積 後 の 風 化 分 解 に よる も の か は 判ら な い . 第 
2 図 た に は 降下 軽 大 の 分 布 は 示し て な い . 第 3 図 た に は scoria 層 の 場合 と 同じ 地点 で 行 つ た 同様 
の 計測 の 結果 を 並 記し て ある . ATRAOKS), 堆積 層 の 厚 さ , 粒 径 は 火口 か ら の 距離 に 応 
じ て 規 則 的 減じ て いる . 

と の 降下 軽石 の 堆積 物 は 原田 (1943) CLD EERIE, 阿久 津 (1955) に より 七 本 桜 軽石 
層 と よ ば れ て いる . | 


5) RAROM A FRGOMMICOSU CR EMOUM ROR. 裏 見 附近 で 軽 太 流 堆 
積 物 と 降下 scoria 堆積 物 と の 間 に 降 下 軽 石 堆積 層 が 存在 する の が みとめ られ , 一 方 荒 沢口 附 
EO RA WHER O EICIL, その 近傍 に 見 られ る 降下 軽石 堆積 物 は みみ られ な い . 

軽 大 流 に は 2 本 の 流れ が あつ っ た. 一 つ は 火 日 か ら 北 待 面 を 流下 し , その まま 北進 し て 太郎 , 
小 埋 名 子 の 両 火山 の 間 の 谷 を うず め た 流れ と , 両 に 向き を か を て 戦場 ヶ 原 へ 流入 し た 流れ に 分 
HELOC, SHOPMABHIICEL TS. か つて 坪井 ・ 杉 . (1926) に より pumiceous 
andesite と ょ よ ば れ た の が これ で ある . 他 の 一 つ は 火 唱 か ら 東 北 流し , 大 真名 子 の 南東 人 訪 を 東進 
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し て 荒 沢 た 入り , 大 谷川 の 合流 点 に 達し た も の で ある . 狗 端 は 花 石 附近 に 達し , AE CMA 
な 十 頭 が み ら れ る . 私 は 前 の 流れ を 竜頭 滝 軽石 流 , 後 の 流 れ を 荒 沢 軽石 流 と よぶ . 

竜頭 滝 軽石 流 の 堆積 物 は , 竜頭 滝 , HIRE SIKA CO th CHM AASHS. 20~30 m の 厚 さ 
で ある が , 竜頭 滝 で は 更に 厚い . HERMO PMLA RM BRL TH S28, welding を 起す に 
(LBOCW EW. RE CLEMO AIL, 上 部 の 重み で 偏平 と な り , 径 と 厚 さ の 比 が 12:1 
程度 の 悟 レン ズ に な つて いる . この 軽石 流 堆 積 物 の matrix は し ば し は ば 酸化 し て 淡紅 色 を 旦 
Or 

TIA Yt DHE MIL, 脇 結 作用 も 殆 ん ど み られ ず , PEO RIES Hb TRIE FS Ze 
い . 竜頭 滝 軽石 流 に くら べ 固 化 の 進ん だ 軽石 が 流出 し た の で あろ る うと 思わ れる . 

こと これら の 軽石 流 堆積 物 の 粒 径 , 石 質 投 出 物 の 量 等 を , 流 路 に 沿 つ て 測 つ た が , HR 10km に 
みた な いた めか , 何等 規則 的 な 関係 は みとめ られ な か つた . 軽石 流 堆 積 物 中 の 軽石 塊 は よく 円 
BSN), 料 径 は 変化 が 多く 大 な も の は 人 頭 大 に 達し , また 石 質 抑 出 物 の 量 も 極め て 多 
い . —~OOR ChB BH? AAW OME? FAD BrICL OB), 局部 的 に 成層 し た ょ よ 
うに 見 える 所 も ある . 


6) BALA AH BEF scoria 塊 が 角 ば つて いる の に 対し , 降下 軽 右 は すべ て 不 規 則 
な 丸 味 を も つた 形状 を し て いる . この 事 に つい て は 後に 論ずる . 降下 軽石 も 軽石 流 の 軽石 も 性 
質 は 同じ で , SEP Clk, BRA, 石英 , HM, KRM LOBE RNA L 鉄 鉄 の 斑 品 を 
持ち , 石 基 の ガラ ス は 無色 で ある . CORMMNLEMRABROBE TI AOR (第 2 表 
9b) と , mode と 軽石 全体 の 分 析 値 (第 2 表 , 8a) か ら 概 算 し た 軽石 石 基 の ガラ ス の 成分 (第 
2 表 , 12) は 大 体 似 て いる . ガラ ス の 屈折 率 も , MRIS AR 1.489, 軽石 が 1.500 で , 両者 
の 成分 に 大 差 の な いこ と を 示し て いる . GOT, scoria の 成分 (第 2 表 6) と 軽石 の 成分 
(第 2 表 , 7, 8a) と は 似 て いる が , ガラ ス に より 代表 され る 両者 の 液体 で あつ た 部 分 の 成分 は 
可 成 り 異 つて いる . 

軽石 塊 は 時 に 白黒 の 縛 を 有 し , 流 状 構造 を し あし て いる . こと の 白 と 黒 の 部 分 を 別々 に 分 析 し 
た 結果 を 第 2 表 8a, Bb に 示す -. 

軽石 の 堆積 物 。 と くに 軽石 流 の 堆積 物 中 に は 石 質 抽 出 物 が 多量 に 含ま れ て いる = FRG 
徒 物 中 の 石 質 抗 出 物 の 量 は 火 晶 から 遠ざかる と 急激 に 滅 少 する . その 大 半 は 黒色 級 密 な 火山 息 
WC, 前 回 と 噴出 し た scoria の マグ マ の 固 結 物 で ある . お ポ おそ らく scoria 噴出 後 の 火 日 首 を 
充填 し て いた も の で あろ う . 


Tei DAES SA, 稀 で あり , 変成 の 程度 は 著しく 弱い . その 他 男 体 の 山体 を っ くる 燈 岩 
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の 破片 も みな られ る . Scoria &JNCHI SH, 同 源 深成岩 質 拠出 物 は 全く 見 られ な い . 
Scoria 噴出 の 場合 と 異 り , これ ら の 石 質 投 出 物 は 常に 軽石 塊 と は 分 離し て 存在 し , a HH 
中 に つか まれ て いる こと ここ と は な い . この 事実 は マグ マ が 既に 火 品 道 の 下部 で 軽石 塊 に た 分裂 し , 
それ ら の 軽石 塊 が すみ や か に 固化 し 始め る て いた と と を 示す . 


7) 御 沢 炭 岩 の 流出 男 体 最後 の 噴出 物 は 粘性 に 富ん だ 燈 岩 流 で , 火 唱 から 北 に 流れ , 竜頭 
滝 軽石 流 の 流 路 に 沿 つ て 西 に 転じ た が , 戦場 ケ ヶ 原 に 達せ ず し て 停 つ た . 厚い 燈 岩 流 で 地形 に ょ 
く あ ら わ れ て お り , 御 沢 附近 で は 厚 さ 約 100m に 達する . COMMAS CRORME EN 
だ け の 期間 を お いて 流出 し た が 明か で な い . 浅間 大 山 の 1783 年 の 噴火 (Aramaki, 1957) に 
お ける 上 鬼 押 出 燈 媒 の ご と く , pyroclasitc low の 流出 の 直後 た 流出 し た も の で ある か も 知れ な 
い . いずれ に せよ こと の 凡 石 は 先行 し た 軽石 と 岩 質 が 類似 し て いる の で , MPRA OHM A bc 
の 性 岩 の 流出 迄 を 一 連 の マグ マ の 活動 と 考え る こと を は 可能 で ある . 

COPBBRKAEBERC, 鏡 下 で は 斑 品 と し て , #RA, BK, FA, Hoe, IN 
B, PRECPADABKESA, 石 若 は 既に 軽石 の 所 で 述べ た よう に 無色 の ガラ ス で ある . A 
関 石 は 褐色 又は 赤褐色 で , 結晶 の 周囲 か ら , Ha, KK, 倖 長石 等 の 鉄 物 粒 の 集合 体 に 変人 
し っ つ あ る . これ ら の 結晶 粒 は か な り よ く 成 長 し て いる 場合 が あり, 地表 に 噴出 し て か ら の 酸 
化 , 分 解 等 に よる も の で は な く , マグ マ が マグ マ 溜 り に ある 時 既に 角 隊 石 の 分 解 が 始 つ て いた 
CkEeMATS. 

co OWA AR bLOL LT, WHS basic inclusion が 稀 に 含ま れ て いる . これ は 第 2 
RICAT ESIC AK SON TRATES baie で ある が , scoria の 中 に 含ま れ て いた 同 源 深 成 
Hass LVL, これ が 特徴 ある crisscross 構造 を し た 石 基 を 持つ 斑 状 岩 で ぁ ある こと で 区 別 さ 
れる . これ に 就 い て は 詳細 は 述べ な い が , BAM MRIC EV» CT autolith, cognate inclusion 
等 と よ ば れ て お り , 女 亭 赤 苺 火山 の 最後 の 噴出 物 で ある 山頂 燈 岩 に も これ が 含ま れ て いる . 

興味 ある こと は , COURSES, 角 隊 石 が 分 解 し て お り , その 分 解 は 更に 完全 で 殆 ん ど 
TRG AED RAITT O TS. 


eas 


§ 4. 噴出 物 の 量 

男 体 火山 の 噴出 物 の 容積 を 概算 し て 第 3 表 に 示す . 大 体 の 見 当 を 示す も の に は 過ぎ な い が , 
scoria 噴出 の 場合 は , 軽石 の 噴出 の 場合 に くら べ , 空中 に 撤 出 され た も の と flow と な つた 
ふ の と の 比 が 大 で , fall の 噴出 の 方 に 爆発 の = ネル ギー が 多く つか われ , 軽石 噴出 の 場合 は そ 
の 反対 で ちあ つた こと と が うか が ね われ る . 
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§ 5. 噴出 時 代 第 3 表 和男 体 火山 末期 噴出 物 容積 
) (単位 km’) 
尾瀬 ヶ 原 湿原 堆積 物 に 掘ら れ た 騨 穴 で , 地表 ーー i 
か ら 270 cm の 所 に , 男 体 軽石 と 岩 質 の 類似 す 
る 細 粒 の 軽石 が 点 在 す る 所 が ある . ACBKO 


Flow | Fall | =| 


Scoria a Ze 2.6 


0 
0.5 (SRE) | | 
0:3 GE |. 0:6 1 


430 cm か ら 出 た ヤ チ ダ モ 材 の 埋没 年 は , BH FB F ER) 

性 炭素 に より 5678-700 ME WES MMH) 一 | — | 0.15 
Hr Mi ITER, 1954; p75, 841) EEC LBL Os BS BE 

これ ら の 値 か ら , KRG AO Hh HO 4 % ei ce 


4000 二 1000 年 前 と 推定 し て , 大 き な あ や まり 
は な いであ ろう 5. 


§ 5. 噴出 機巧 

軽石 噴出 の ご と き 激 し い 爆 発 的 な 噴火 は , マグ マ の 中 に 溶け て いた 揮発 性 成分 , 主として 水 
分 の 爆発 的 発泡 に より 起 る と 考え られる. その よう な 爆発 的 発泡 あす る マグ マ の 水蒸気 圧 が , 
例え ば 御 沢 燈 岩 の ご と く 徐 々 に 流出 し た と 思わ れる マグ マ に くら べ て , 高 か つ た で ある 3 うこ と 
は 想像 に 難く な い . 

"既に 述べ た よう に , BAL BREE LIL, 岩 質 , 特に 液体 の 成分 を 代表 する と 考え られ る 石 
基 ガ ラス の 組成 が 似 て いる . 従 つ て 両者 の 噴出 様式 の 差 が 専ら 水蒸気 圧 の 差 に よる と 考え て よ 
いで あろ う . この と と は , 御 沢 燈 岩 中 の 角 阿 石 が 地下 で 灯 石 粒 等 に 分 解 し 始め て いる と いう 事 
FIC LO RAT ENTS. お そら く 軽 石 噴出 の 後 , マグ マ 汐 め の 中 の 水 奈 気圧 が 低下 し て , 
CVE CREE F< OMI SOKA REID EO CHAD. 同じ こと と は , KERE 
火山 の 上 原 軽 石 流 と , LTBI OW Ch EHS. 


既に 述べ た よう を, 軽石 噴出 の 際 , 軽石 塊 は 火口 道 の 下 部 で 形成 され て いた と 考え られ る . 
好 ち マグ マ が 連鎖 的 に 急激 に 発泡 し 始め る と , 爆発 的 に 体積 が 増大 し , KOM L CRE 
を , あ た か る ゃ 加農 砲 で 発射 し た 場合 の ょ うに , 大 き な 初 速 で 空中 へ 吹上 げ る の で ある .。 BRGY 


の 流出 は , この よう な 降下 軽石 の 投 出 の 間 に , 次 第 に マグ マ の 水 奈 気圧 が 降下 し て , 爆発 的 な 


aw 


発泡 が 弱まる と お こと こる. すなわち, 火口 道中 で の 発泡 が や や 弱まる と , BRAKES 
や 空中 高く 撤 出 され る だ け の 初速 を 得 ら れず , 火 晶 から 溢れ 出 て 山腹 を 流下 する 様 に なる. と 
の 場合 が 軽石 流 の 噴出 で ある . 更に マグ マ の 水 恭 気 圧 が 低下 する と , 地下 で は も は や 爆発 的 な 
発泡 は お こら ず , 徐々 に 続く 発泡 に より , マグ マ の 体積 が 増大 する と , マグ マ は 次 第 た に 火 日 首 


ZEALKAP OUTS. 御 沢 燈 岩 の 流出 は この よう な 場合 で あろ う 、. 
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マグ ダマ が 地表 に 出 て か ら の 発泡 作用 た ついては; Scoria 噴出 の 場合 と , RAMHiOw Ac 
明らか な 相違 だ ある. 降下 scoria の scoria sit, 角 ば つた 形 を LW, 空中 で な おぉ 爆発 
RIFROIC LSPMROS TURE LRRUTW SZ. CRU こ 対 し 隆 下 軽 大 塊 は 不 規則 な 丸 味 を 
も つて いる . これ は , 噴出 後に 若 馬 発泡 じ て ふく れれ 上 つた か , ある い は 炎 日 道 を 急激 に 秦 地 
SINC, 軽石 が 相互 に 擦れ 合 つ て 丸く な つた た めで ある 。 い ずれ に せよ , 空中 に HOH SHB 
の 発 皿 作 用 は scoria の 場合 の よう に 激しく は な か つた らし じい Scoria 噴出 の 場合 , Zehic hp 
出 ざ れ た 後 る 研 ん に 発泡 し た と いう こと は , マク マ の 水 寺 きき 気 圧 が 軽石 噴出 の 場合 まり 更に 高 か 
つた た めで は ある まい が , その た め に , 地下 で の 激しい 発泡 は マグマ の 大 半 が scoria Lah 


CZ HH SIUC LEASE CHE, その 結果 降下 scoria の 量 が scoria flow の 量 に た 比 し 多 
く な つた の で あろ 5. BARM OWS ILD ORAERLNER < な か つた ため, 降下 軽石 
が あぁ あまり 抗 出 され 入 う ち に 水蒸気 圧 が 降り , 軽石 流 の 流出 へ と 移行 し , 軽石 流 と 選 て の 噴出 の 
考 が 多く 行わ れ た の で あろ 5 


ee A  oceme, sania eee 
LER ba HBAS CURES IC ts Tt: =» Se (1957) が いう RRO MRM S DCs 
ある まい か . _ 
DEORAL MRT SE POL DCIS. 

ご の 図 で マグ マ 汐 り の 中 の 水蒸気 圧 は 左上 が 高 K A GEPYC DFE 


i 


amy 
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<A PIMA. 更に 図 の 左下 の 部 分 に 相当 する 事 of 
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熊 は 実際 に は お こり 難い . この 図 は 主 に 男 体 の 噴 * ET 次 

外 Scoria flow 流出 D 
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A 
Scoria 噴出 の 際 の マグ マ は 軽 石 噴出 の 際 の マ \ 
FN Yorn as Oi femie sO. Kk O HR PEIT 
ZU<, LUKRRMERROOR. CLCAR EXD RR ChLSOR CHS}. MTCMNAKLS 
I, COVFVFOSAIIBBRICILS DONE, (LA RPLO OIC FA YB RAARCR 
する と る も 考え られ る . も ピ し か り と すれ ば , これ は 末期 噴火 の 前 の 休止 期 た , マグ マ 潤 り の 中 
で 結 品 作用 を つづ けつ つ あ つた 主 活動 期 の ど デ オン 燃 質 岩 系 の マグ マ の 残 液 に , 揮発 性 成分 
DIBELELOCHAD. この マグ マ が 激しい scoria 噴出 を 行 つ た た め ゐ に マグ マ 汐 り の 屋根 
DBRS 1, マグ マ 溜 り 中 に 基盤 の 花 出 娠 の 破片 が 落下 し た た め に 混成 作用 が 進み , FRR 
BAROVT ~<APMSh, それ が 軽石 噴出 を お こじ た と 考え を られる. 
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城 秋 穂 , 一 色 直 記 , 荒牧 重雄 , 向山 広 の 諸氏 と , 分 析 を し て 下さ つた 伊藤 順 , 原村 寛 の 両氏 に 
厚く 感謝 する . この 研究 は 次 部 省 科 学研 究 費 の 一 部 を 使用 し て 行わ れ た . 
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桜島 の 爆発 的 噴火 ょ 同 火 山 に 発生 する 地震 の 研究 (1) 


東京 大 学 地震 研究 所 水上 武 ・ 茂 木 清 夫 ・ 平 賀 士郎 ・ 宮 崎 HK 
(昭和 31 年 10 月 27 日 及び 昭和 32 年 5 月 12 日 発表 ・ 昭 和 32 年 11 月 25 日 受理 ) 


On the Investigation of Explosive Activities of Sakura-zima 
and Various Earthquakes originating from the Volcano. 


Takeshi MINAKAMI, Kiyoo MoGI, Shiro HIRAGA and Tsutomu MIYAZAKI 
(Earthquake Research Institute, University of Tokyo) 


Volcano Sakura-zima resumed explosive eruption in its summit crater after a long repose 
on Oct. 13, 1955, and is still active up to the present (Oct. 1957) . 

In order to throw a light on the relation between explosive eruptions and volcanic 
earthquakes, we applied to this volcano the same method of seismometrical observation 
as being carried out in Volcano Asama. As the result, we observed four types of volcanic 
earthquakes originating from Sakura-zima: Namely, 1) volcanic earthquakes of the A type, 
2) voleanic earthquakes of the B type, 3) earthquakes accompanied by explosive eruptions 
and 4) volcanic pulsation of continuous train (or harmonic tremor). 

On the basis of the seismometrical observation at four or six stations, we determined 
localities of these earthquakes of the four types. As the result, it was made clear that 
the epicentral area of the B type earthquakes, the explosion earthquakes and the volcanic 
pulsation agree with the locality of the active crater on the summit, and the A type earth 
quakes are originated from deeper part of the volcano. 

From the illustration of seismic activity and explosive eruption in Fig. 5, it seems that 
frequency of the B type earthquakes harmonizes with the eruptive activity. After precise 
examination of the development of the mentioned phenomena, we find that marked swarms 
of the B type earthquakes preceed in many cases to respective swarms of explosive eruption 
by ten or fifteen days. However, the problem is not always simple. It is neccessary to 
continue the observation not only in active state of the volcano but also in its calm 
state. 

On the basis of the present observation, we determined the attenuation coefficient of 
seismic waves which propagate the earth’s surface of Sakura-zima. According to compari- 
son of the obtained value with those of Oo-sima and Asama, the former is markedly larger 
than the latter. The mentioned phenomena depends on the nature of ejecta which form 
near the surface of volcanoes. It will be reasonable that seismic waves of short period 
such as 0.2-0.4 sec are remarkably attenued in propagation through block lava and 


pyroclastic ejecta in loose state such as the present case of Sakura-zima. 


§1. まえ が き 
桜島 火山 り は 世界 の 諸 火 山 の 中 で も 最も active な 火山 で ある こと は よく 知ら れ て いる こと 
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で あぁ る が , 例え ば 近年 の 数 百年 の 期間 に お いて 少く と る AMC O TSE ROME Yee ve LT, 
全 吉 の 約 半 ば に 達する 面積 は Block lave を 以 っ て 蔽 われ て いる 事実 か ら る 明らか で ある . ま 
た 同 火山 の 活動 に 伴 つ て 大 規模 な 地殻 変動 が 桜島 火山 並び に その 周辺 の 始 良 カ ル デ ラ ー 帯 に 及 

は 大 正 3 年 の 大 活動 に 伴 つ た 変動 たよ つ て 前 ら か に され で 


O, 和束 た カル デラ 外 ま で 達する こと と 
いる . 

以上 の 事実 か ら , 桜島 は その 活動 の 頻度 に お いで て で, その 規模 の 大 き さ の 点 た お いて , 更に は 
活動 に 伴う 諸 現 象 の 着 し い 点 に お いて 最も 注目 され る 火山 で ある 事 に 多 言 を 要 し な い . 

ARENT ISS SEINE BNE, BK, 大 正 3 年 並び に 昭和 21 年 に 発生 し た る の で ある が 
何れ ゃ 多量 の 燈 岩 を 流出 し た 大 規模 の 噴火 で ある . 特に こと れ 等 の 噴火 は 何れ る 桜島 山腹 に 新 ら 
TC A EC CE CPO LEGO CHOC, MROUB KG LOM LI & の 
WW SREREOKIADEO MES HH ELUAO KA ED OMEKO FEAL ATE I Do Pe Rae 
こし て は 存在 し な い . 大 正 3 年 以後 近年 の 噴火 は 何れ る 南岳 の 東側 の 6 合 目 か ら BAHICES 
SATION AAI CCH LIS OCHS. ARM 14 年 10 月 の 小 噴火 の 際 に は 東側 の 急 稚 
面 と 新 火 日 が 生じ た た め に 小 規 模 な 熱 概 を 生 で た 2. 

AOICK SIA 30 年 10 月 13 日 に 端 を 発する 同 火山 の 今回 の 活動 は 有 丈 後 は じ め て 圭 評 
の 引 項 火 員 より の 爆発 的 性 企 を 持つ た 噴火 で あつ た 。、 ま た 活動 が は じ ま つ で か らち 移 4 を 月 の 拓 
半 の 順 出 物 は 大 唱 底 附近 を 構成 し た 冷却 し た 大 小 の 将 塊 で あつ た が , 昭和 32 年 4 月 以後 の 吐 
ARB TRA LEAD PCIE OBA, RE AURAG SL うに な つた 記 有 532 
PIR~2 月 の や や 暮し い 爆 発 が 続い た 時 期 に は 高温 の 噴出 物 が 相当 多量 に 混入 し た こと は 秦 
間 の 噴火 の 際 に aL I aS — ERLE © BEACH hed O WEL BLES Lab hy 
断 さ れる . ) 

年 す 月 初旬 より 次 第 に 爆発 的 噴火 は 減少 し て 下旬 頃 に は 殆 ん ど 噴 火 は 終止 し た 。 その後 周 
年 10 月 現在 ま で に 噴火 が 数 回 発生 し た 程度 に と ど ま り 活 動 は 次 第 に 終息 する か の 状態 に あ 
る 


See 今回 の 活動 に 対す る 調査 研究 

PHOWRILD LOME BME KE OKO TE OM, SX OKUNGR ORD BC, otsk 
ARO ORANG SHR RIIMIC ES & & mHRES hI. EMO My DARED, 
CHERAK A £ DORA CH 4 ACW CB CEH SAL, KILGORE MO-ClIyse 
ORIEL SB ES ICBC RAW ICIER BK. 2OC MO RE ORNS Lee 
時 すべ き 多 く ぐ の 問題 を 振っ つて いた と どい わ ね ば な 9 内 
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Sea EVE PeTHILL (tot SURFER & KLIS SIC L CMM EDUC 
て 研究 を 続け き て た が , 桜島 の 今回 の 活動 は 浅間 山 同様 に 中 央 火口 の 爆発 的 噴火 で ある 点 及 び 
噴出 論 娠 の 物理 的 及び 化学 的 性 質 の 類似 か ら 火 山 の 地震 と 噴火 と うい て も 多く の 類似 し た 関係 
DHETS LOL FMS. し か し この 点 を 確 あ る 事 は 火山 学 上 重要 な ー つ の 問題 で ある の 


で それ を 完 明 する こと と に 主力 を 置い た . 


§ 3. 有線 式 遠 隔 記録 に よる 火山 地 概 の 観測 

その た あめ 浅間 山 で 行 つ て いる と 同様 の 地震 詩 及 び 同 じ 方 法 を 採用 し た . 使用 し た 主 な 地震 計 
は 周期 1 秒 の 電磁 式 地震 計 を ポリ エチ レン 被覆 線 を 用 いて , 周期 0.3 秒 の 電流 計 に 直結 し , 倍 
率 は 4000 倍 と し 光学 的 に た ブロ ョ マイ ド 上 に 記録 し て 使用 し た . 本 調査 は 第 1 回 目 は 7 へ 8 月 と , 
第 2 回 目 は 11 へ 3 月 の 2 期 た 連続 観測 を 行 つ た 、 地震 計 設 置場 所 及び 器械 の 常 数 は 下記 の 如 
く で ある . 


KAGOSIMA 


Fig. 1. Topographical map of Sakura-zima and position of seismographs (No. 1~No. 6) 


観測 期間 地震 計 の 位置 観測 点 番 号 
第 1 回 目 自 昭 和 31 年 6 月 25 日 ⑦① 南 岳 南 側 8 合 目 ( 標 高 800m) No. 1 
色 昭和 31 年 8 月 9 日 ② 引 の 平 ( 標 高 250m) No. 3 
③⑧ 南 岳 南 側 2 合 目 (標高 140m) No. 4 


第 2 回目 自 昭和 31 年 11 月 23 日 
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Zs WAR 32 年 533: 3420" E 
第 1 回 目 の 3 Me ic Aen 
南岳 東南 (標高 300m) No. 2 
以上 の 観測 4 点 の 略 中 央 の 位置 (観測 点 No. 5) に 同 同型 地震 計 を 設 四 し て 増幅 器 を 通し て ペン 書き 
LL, PEK) 1000 倍 , 略 同じ 特性 を 持つ 地震 計 を 使用 し た . 

上 の 5 点 の 地震 計 は 有線 に て 東 楼 島 町 湯 え の 市 の 水道 事務 所 に 集め て 記録 し , AVIS 7 © 
テア メー ター で 毎秒 の 刻 時 を 地震 記 象 Be ICEL SEI. な お や や 大 きい 地震 を 記録 せしめ る た 
記録 点 に 250 倍 の 低 倍 率 地 震 計 No.6 を も 加え た . と れ 冬 総 て の 地震 計 は 水平 動 で 火 日 方 向 
の 震動 を 記録 する よう に し た . 

以上 の 観測 は 期間 中 筆者 等 の 中 少く と と る も 一 人 は 必 ら ず 楼 島 に 滞在 し て 観測 に 従事 する と 共に 
吐 火 現象 に つい て も 調査 を 継続 し た . 

本 観測 に お いて 校 島 火山 に 発 2 評 す る 地震 の 振幅 及び 震動 周期 等 を 量 的 に 取扱 5 た め に 各地 震 
寺 の 倍率 の 特性 を 一 定 に 維持 する こ と こと に 特に 注意 を 払 つ た . 


§ 4. 今回 の 活動 に 伴 つ た 各種 の 火山 地震 の 震源 位置 
観測 され た 地震 は いわ ゆる 火山 の 下 , 深き 約 1km 以上 の 深 さ を 持つ 地震 (A HY) Owe 
め て 浅い 地震 (BH), 及び 爆発 的 噴火 に 促 ぅ 地震 (爆発 地震 ); 及び 長 時 間 に 豆 つて 連続 的 な 
0) (火山 性 脈動 ) の 少く と も 4 種類 の 震動 が 観測 され た . 
その 中 A 型 地震 は その 数 極め て 少な く , 観測 全 期間 を 通じ て 約 10 ヶ ,。 これ に 反し て Ba 
地震 は 極め て 多く , ADMIT a Aik 400 回 , vs ACS WE 5 程度 で あつ た . 
と た 井 発 の 回 数 と ほぼ 同数 の 爆発 地震 が 観測 され た 事 は いう まで も な い . 
1] B 型 地震 の 震源 
多数 の B 型 地 震 は 火山 の どこ に 発生 
LOEWSO CHAD. THER DAE 
する こと は 本 研究 の 目的 の 一 つ で ぁ あつ 
tz. (①) 以上 の 如く 3 点 乃 至 4 点 た お け 
る 同一 常 数 を 持つ 地震 計 で 観測 され る BB 
HHO fi BO PARE VALU KB ae 
WI AEF AO WARS IL, KA LY 
BC RACONTD iS. LMLEH 
“ suty_ 986 測 点 に お ける 毎日 の 頻度 曲線 は 殆 ん と ど 平 


Fig. 2. Daily frequencies of micro-earthquakes 
observed at the three stations (Nos. 1, 3, 4) UTS. 2 MiB No. 1 | 
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Fig. 3 (a) A seismogram of the A type earthquake, observed at the station No. 4 
[1956. Dec. 25] (Time mark, every second and every minute) 
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Fig. 3 (b) Seismograms of the B type earthquakes. 
(Time marks; every secord and every minute) 


Fig. 3 (c). Seismograms of the explosion earthquakes observed at the station No.5, 
at 22h 25m and 23h 25m on Jan. 2, 1957. (Time mark every fifteen seconds) 
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Fig. 3 (d). Seismogram of volcanic pulsation. 


お いて は 最大 振幅 0.2 DLE, No. 3 に お いて は 最大 振幅 O.l4 DLE, No. 4 に お いて は 
最大 振幅 0.05 以上 の 地震 の 日 別 頻 庶 を 表わし て いる . (2) 一 方 記録 紙上 に 現われ た 地震 の 
最大 振幅 は 山頂 火口 た 近い 観測 点 程 大 きい 振幅 を 示し て いる . (3) 初動 の 明 具 な 記録 に つい て 
各 観 測 点 た お ける 発震 時 を 比較 する と 山 項 火 口 に 近い 観測 点 程 早く 初動 が 到達 し て いる . (4) 
各 観 測 点 た における 地震 動 の 性 質 を 比較 し て 見 る と 南岳 火 日 か ら 遠 いも の 程 周 期 の 短い 誠 動 が 減 
裏 し て いる 等 の 観測 結果 か ら B 型 地震 の 震源 は 南岳 火 日 附近 に 密集 し て 発生 し て いる こと が 
明らか で ある . また その 震源 の 深 さ る 極め て 浅い 事 は 振幅 の 減衰 が 著しい 事 , 表面 波 が 卓越 し 
て いる 事 , 初動 の 走 時 曲線 が 直線 に 近く , し か も その 速度 が 約 1km と いう 小さ い 億 か ら ゃ も 朋 
か で ある . 

2] A 型 地震 の 岩 源 

火山 に 発生 する A 型 地 震 の 性 質 に つい て は 有珠 山 の 活動 の 際 に 発生 し た 地震 つい て 報告 
Lic. DED B 型 地 震 と 異な り 火 山体 の ゃ や 深い 所 (大 体 1km 以上 ) た に, La dla sill 

に 震源 が 分 布 す る . 桜島 の 今回 の 観測 期間 中 に は その 数 は 約 10 TITS eV AS BABE 
時 間 は 1 へ ~2 sec 程度 で あぁ つて 桜島 の 地表 か ら 1~5km の 深き に 発生 し た も の と 推定 され た . 

児島 気象 馬 の 観 測 か ら す れ ば 今回 の 噴火 活動 の 開始 前 及び 当時 に は A 型 地 震 が 比較 的 頻繁 
に 発生 し た も の と 考え を られ る 


3] 火山 性 脈動 の 震源 

桜島 の 今回 の 活動 に 伴 つ て 連続 的 の 震動 , つま り 火 山 性 脈動 が 発生 し た . 量 た に ょ つて 著しく 
RUMEN OR. し か し 概して 火 山 性 脈動 の 発生 は 若 で あつ た と いう こと と が で きる . & 
点 に お ける 記 象 の 比較 か ら B 型 地震 と 同様 に その 振幅 は 南 后 火 日 に 近い 程 大 天 く ,。 か つ 次 に 
人 述べ る 如く 振幅 の 減 褒 す る 状態 か ら ゃ 今回 の 火山 性 脈動 の 雷 動 源 は B 型 地 震 と 同様 に 南岳 炎 
日 族 に 極 あ て 近い 位置 で ある と 考え て 間違い な い . 
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PRFGHOWEKIC(E OC HWE FEAF SANLS (DO KUNE CHB MOESA THOS. SHOR 
fe OW KIL BEIO BLK Din く , 短 時 間 の 爆発 的 な 噴火 (ツル ヵ ノ 型 ) に は 1 HO Who HEE 
DME 5. 仮り に これ を 爆発 地震 と 呼ぶ . 三原 山 の 噴 火 或 い は 昭和 21 年 の 桜島 の 噴火 の 如く 小 
燥 発 が 数秒 程 度 の 短い 間隔 で 繰 返 え され る 時 は 爆発 地震 は 運 続 的 の 火山 性 脈動 と な っ つて 観測 さ 
VS. 今回 の 爆発 地震 の 震源 は 南岳 の 火口 の 著しく 深く な い 所 で ある こと と は 今更 いう まで る も な 
いし か し 更に 詳細 な 点 に な る と 必ず し る も 簡単 に は 決定 し 難い し , 爆発 的 噴火 の 発生 機構 に 関 


Fig. 4. Localities of hypocentres of earthquakes of the four types. 
volcanic pulsation, 

earthquakes of the B type, 

explosion earthquakes, 

earthquakes of the A type. 


ゴゴ 邊 一 


する 問題 た 結び つく . 
以上 で 今回 の 桜島 の 活動 に 伴 つ た 各種 の 震動 の 震動 源 の 位置 の 大 体 の 分 布 が 朋 ら か に な っ つ 
RR 


§ 5. 桜島 の 噴火 と 火山 性 各種 地震 と の 関係 

B Sr eee を 概観 する た め に B Hub Berk daily freque- 
ney (NV) を 以 っ て 示し , 火山 性 脈動 は Adt (A: 振幅 ) に よ つ て その 毎日 の 消長 を 均 段 階 
の 任 癒 の _scale で 現 わ し た . 噴火 活動 は 爆発 地震 の 鹿児島 気象 合わ の Wichert 地震 討 に よる 
観測 を 基 汰 と し て 毎日 の 爆発 の 器械 的 モエ ネル ギー と し て 示し た . これ 等 の 結果 は 第 5 図 に 示し 
て ある . これ に よ つ て 朋 ら か な 如く B 型 地震 の 頻 庶 と 噴火 活動 の 消長 と は 大 きく 見 て 一 致し 
CWS. この 関係 は 浅間 山 に お ける 結果 と 極め て 類似 し て いる . また 火山 性 脈動 も 噴火 活動 の 
消長 と ほぼ 平行 し て いる . 然るに 浅間 火山 の 活動 た 関係 し て 火山 性 脈動 が 現われ る こと は 極め 
ChHCH YO, 現われ る 場合 で も その 振幅 が 極め て 小さ い . この 点 が 両 火山 た 発生 する 各種 の 震 
動 現 象 を 比較 し た 場合 最も 著しく 相 異 する 特徴 と し て 注目 され る . 

前 述 し た 如く 爆発 的 噴火 の 感 ん な 時 は B 型 地震 も 著しく 頻繁 に 発生 し て いる . し か ゃ 詳し 
く 噴 火 活 動 と B 型 地震 活動 の 状況 と を 第 5 図 に よ つ て 見 れ ば , 共に 数 回 の 消長 が ある が , MH 
火 活 動 の 盛ん な 時 期 の 前 10 日 ~15 日 を 中 心 と し て B 型 地震 の 著しい 群発 を 示し て いる よ 
うに 見 える 、 し か し 噴火 群 と B 型 地震 群 の 対応 を 明 瞳 に する こと は これ だ け の 資料 で は 充分 


84 水上 Git + Hee SHOMAERB ¢ GE 聞 


fh AH 
LFA) 


4 2 OIA 
Ry 
DEC. JAN. FEB. A 
1957 
3 
DEC. iggy JAN. FEB. MAR. 


A 
iti elf 
YN Ee Wh 


ioe JULY AUG. DEC. peep TAN 


FEB, MAR. 


Fig. 5. Relation between recent explosive eruptions and seismic activities 
of Sakura-zima. - 
lst column, daily activity of volcanic pulsation, 
2nd column, daily energy of explosive eruption, 
3rd column, daily frequency of micro-earthquakes of the B type. 


“CVE T CVS. FANT “PIB © Biles KUL の 活動 が 開始 し た 昭和 30 年 10 月 前 後 の 観測 が な いこ ee 
の 問題 を 今 直 ち に 詳細 に 論議 で き な い 主 な 理由 で ある が , 今後 同 火山 に お いて 全く 平穏 な 時 期 
に 同種 の 観測 を 行 つ て , 平 衝 時 に お ける 状態 を 明らか に する こと に よ つ て 問題 を 更に 明か に す 
る 資料 が 得 ら れる も の と 考え られ る . 

有珠 山 や 及び 浅間 山 た お ける B 型 地震 の 震源 分 布 は 今回 の 桜島 の 場合 と 同様 に , 活動 する 
火 唱 の 極め て 近く に 発生 じ て い る . COMME BW KUM EORA-BMWOBBCEA IL 
考え を ら れる. 従 つ て 今回 の 研究 と お いて も 着 し 南岳 山頂 の 火口 より の 噴火 が 他 の 場所 に 移動 す 
る 兆 が あれ ば , B 型 地 震 の 震源 も その 位置 に 移動 する で ある 5 LOO |) LIC 地震 計 の 配 
四 等 を 考慮 し た . し か し 全 観 測 期間 を 通じ で て 震源 位置 は 常に 南 兵 火口 を 中 心 と する も の で あつ 
て 山腹 に 移動 する 等 の 事態 が 生じ な か つた . La LKB, 三宅 島 等 の 火山 の 近年 の 活動 に 見 ら 
れる 如く 噴出 火口 が 一 定 し な い 火 山 に と お いて は B 型 地震 の 震源 位置 常に 追跡 で きる よう 
な 地震 計 醒 置 を 行 つ て 常時 観測 を 行う な ら ば , 噴出 火口 位置 を 推定 し 得る 可能 性 が ある . FEO 
て この 事 は か か る 火山 の 活動 に 対し て 炎 寺 防止 た 役立ち 得る 重要 な 現象 で ある と 考え られる. 
つま り 有 珠 山 の 昭和 新山 を 生じ た 火山 活動 に お いて 確 め られ た 如く 活動 の 初期 に は 火山 体 の 
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SS 


PTR ME, 広い 範囲 と 豆 つ て A 型 地 震 が 発生 し , RAS RICIES (CONT B 型 地 
訂 が 後に 昭和 新山 を 生じ た 位置 に 発生 し 初め , 次 第 に A MEK) B Mig Owes Hm 
し , 22 B 型 地 震 の 震央 域 が 狭め られ て 終 た 震央 域 の ほぼ 中 部 か ら 噴 出 を 開始 し て , や が て 


燈 岩 oes eke FEED (hi & OBA, 単に 有珠 出 の 場合 に と ど 
ま ら ず , 多く の 火山 活動 に 共通 し た 現象 で は な い だ な うか 


| 


$ 6. 地震 波 の 減衰 と 火山 を 構成 する 噴出 物 と の 関係 
B 型 地 震 ほ つい て 振幅 が 減衰 する 状態 を 詳し く 調 べ る た め に 個々 の 地震 に つい て 観測 点 


0 | 2 as 4 5? 
=a eee 
Fig. 6. Comparison of the maximun amplitudes of the B type 
earthquakes observed at the stations No. 1 and No. 2. 
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A, 


PR illo Eainpafisdn of the maximun amplitudes of the B type | 
earthquakes observed at the stations No. 1 and No. 3. 


No.1 に 対し て 観測 点 No. 2, No. 3 の 観測 結果 を 比較 し た も の は 第 6, 7 図 で ちる. Ai 
FAO HBL 一 成分 で ある が 伺 れ も 南 折 火口 の 方 向 の 成分 を 記録 する よう に 設置 oe Tete 
いる . ZEO B 型 地震 寺 の 訪 象 か ら 最 大 振幅 を 示す 波 は 表面 波 の 位相 に 相当 する こと が 判断 さ 
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Fig. 8. Attenuation of seismic waves. 
left: relation between the maximun amplitude of the B type 
earthquake and the epicentral distance. 
right: relation between amplitude of volcanic pulsation and the 
epicentral distance. 


(oF KALE OVER IEHE EE D GRUBIC OVC OIA RICE RRO FE LC 0.86 
0.9) x10-s/cm を 得 た . 即ち B MBC ch 火山 性 脈動 及び 爆発 地震 に つい て も ほぼ 同 
程 席 の 値 を 得 た 事 に た よ ょ つて も 両者 の 震動 源 は ほぼ 一 致し た 位置 つま り 南 岳山 頂 火 口 底 と 推定 す 
る 一 つの 論拠 を 与え を る 

な お 観測 点 毎 に 減 褒 係 数 を 求め る と 山頂 火 日 に 近い 程 小 さい 値 を 示す が , これ の 原因 と し て 
観測 点 附 近 の 震 動 に 対す る 地 艦 の 係数 の 影響 の 外 に 震源 の 大 き さ を 考慮 する こと 及び 幸 源 位置 
を 僅か に 変更 する こと に ょ つ で も こと の 現象 を 説明 し 得る . な お 叉 振幅 の 大 き さ に 関係 し て 減衰 


係数 が 多少 異な る 傾向 が 見 られ る が 後述 する 如く 主要 な 振動 の 周期 は 0.2~0.4sec by 5 He 


い 彼 囲 と 限ら れ て いた た めか , 特に 最大 振幅 を 示す 波 の 周期 は 0.3 sec た に 近い も の が 多 か つ 
た 理由 た よる た めか 減 褒 係 数 の 著しい 相違 は 見 当ら な い . 
以上 の 表面 波 の 減 詩 係 数 を 三原 出 の の スト ロン ボリ 式 噴 火 た 伴 つ た 火山 性 脈動 か ら 求 % た 
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値 は (0.2~0.3) x10-85/cm で ある か ら , MU MMORCO CRATERED CH4 2 倍 以 
上 の 大 きい 億 を 示す .。 また 浅間 由 由 頂 火 口 附 近 た に 発生 する B 型 地震 や Cov CRE & AB 
の 振幅 及び 周期 を 有する RMU DO 東側 山体 を 伝わる 波 の 減衰 は (0.2~0.5) x 10-5/em を 示す 
か ら そ れ と 較べ て を も 桜島 の 減衰 が 著しく 大 きい . つま り 桜 島 の 比較 的 表面 の 山体 を 構成 する 噴 
出 物 は block lava 及び pyroclastic products か ら 成 り , ・ 波長 の 短い 地震 波 の 伝播 に 対し て 
a LS RRS S TLOCHA 5. 


この よう な 火山 体 を 伝わる 地震 波 の 減衰 の 大 小 は 火山 を 構成 する 火山 噴出 物 の 性 質 を 反映 す 


る か ら こ の 意味 で の 大 山 の 構 造 を 推定 する に 役立ち 得る も の と 考え られ る . 


$7. 桜島 各種 地震 の 震動 周期 

桜 昌 で 観測 され た 各種 地震 の 内 で A WRG RV re BRE, 火山 性 脈動 及び 爆発 地震 に 
つい て 震動 周期 分 析 を 行 つ た . F, 
i) 個々 の BB 型 地 震動 の 平均 周期 と し て 0.35 feo 
~0.45 sec の 間 に あ ぁ あり , 震央 距離 が 大 きく な る に 
つれ て 僅か に 平均 周期 が 延び る が その 影響 は 著 し 
く は な い . 例 と し て 第 9 図 に 観測 点 No. 3 3s 
ける 月 11 日 に 発生 し た B 型 地 震 の 中 の 27 2 2s 1.0 See 
OU CRA OME Hi oR Lic 7 

ii) 火山 性 脈動 に つい て も 同様 の 分 析 を 各 観 測 。 *° 
点 の 岩 動 に つい て 行 つ た . を その 結果 平均 岩 動 周期 
は 観測 点 _ No. 1 及び No. 2 の 震央 距離 の 小さ い 
所 で は 0.30~0.33 sec, No. 4 で は 0.40 sec. 20 


店 間 の 1 No..3 で は 0.34sec PAL. EORR 

は 昭和 31 年 12 月 23 HOM mage THT Lic 

hie Ct S Dhow 分 で も ほぼ 同様 の 結果 を 示す 0 

か ら 今回 の 火山 性 脈動 に つい て は 一 般 性 を 失わ See Ee ee ee 

な いる の と 考え られ る .… 第 10, 11 Mit No. Le Fig. 9. Frequency distribution of vib- 
ration-periods of the B type earth- 

No. 4 に お ぉ ける 大 山 性 脈動 の 振幅 及び 周期 分 析 の quake on January 11, 1957. (Stations 

: = No. 2 and No. 3). 

結果 を 示し た も の で ある . 

iii) 爆発 地 圭 の 震動 周期 : 爆発 的 噴火 に 伴 つ て 1 ケ ヶ の 地震 が 発生 する . を その 初動 方 向 は 明 


附 な も の に 関す る 限り 押し 渋 で ある と と は 同種 の 爆発 を 示す 浅間 火山 に お ける と 同様 で ある . 
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か つ そ の 地震 記 象 より 見 て も 地震 動 の 性 質 が 極 る て 類似 し て いる . 爆発 地震 動 に つい て を 周期 
分 本 を 行 つ た が , 使用 し た 記 象 は 南岳 南 側 2 合 目 (45=2.5 km) に 設置 し た 1000 倍 の ペン 書き 
地震 計 の 記録 を 用 いた . その 結果 に ょ る と 爆発 地震 動 は B 型 地 震 の S の 位相 が 必ず し ゃ 時 
上 際 で な い 事 や , 表面 波 が 卓越 する 点 で は 甚だ 類似 し て いる . し か し その 振幅 及び 震動 周期 が 者 
し く 異 な る 場合 が 多い . 1018~10" ergs 程度 の 爆発 で は 平均 周期 は 0.5~0.7 sec D iii PH “C a5 
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Fig. 10. Frequency distribution of amplitude and vibration-periods 
of volcanic pulsation at the station No. 1. and No. 2 which 
were observed from 22h 43m to 22h 44m on Dec. 12, 1956. 
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Frequency distribution of amplitude and vibration-periods 
of volcanic pulsation at the station No. 3 and No. 4 which 
were observed from 22h 43m to 22h 44m on Dec. 28 1956< 


桜島 の 爆発 的 吐 火 と 同 火山 た 発生 する 地震 の 研究 89 


つて 衣 大 きい 爆発 程 振幅 が 増大 する ば か り で な く 平 均 周 期 も 大 きく な る . 種々 の 点 か ら 考 慮 す 


る と 微小 な 爆発 た 伴 5 地 震動 は 周期 及び 振幅 が B 型 地 震 に 益々 類似 し て いく 傾向 が 見 られ 
る 第 12 図 に は 爆発 地震 動 の 周期 分 析 結 果 を 示し て ある が 同 図 (1①) は 浅間 山 の 約 109 ergs 
の 爆発 地震 動 の 周期 分 布 で ある が 平均 周期 は 0.68 sec に 及び その 最大 振幅 は (4=4.2 km) 
101.44 CSS. (② 一 (⑭ は 今回 の 桜島 の 爆発 地震 動 の 結果 で ある が , 爆発 の 大 き さ は 107 
~10P ergs 程度 の も の で あつ て , その 震動 平均 周期 は 観測 点 No. 5 (4,=2.5km) に お いて 


0.54, 0.58, 0.62sec. GC, を それ に 対応 する 最大 振 柱 は 25.1 4, 28.34, 28.64 CHhOTH 
大 振幅 の 増大 と 平均 周期 の 延び と は ほ 放 平行 し て いる . 
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Fig. 12. Comparison of frequency distribution of vibration-periods 
for the explosion earthquakes which were observed at Asama 
and Sakura-zima. 


合同 観測 され た B MyBOAS SBR No. 1 に お いて 12 より 小さ いこ と か らし 
て , 震源 に お ける 地震 の 大 き さ は 最大 振幅 23 々 を 越え る も の は 起 ら な か つた 事 を 示す . 他方 
震源 に お ける 火山 性 脈動 の 大 き さ も ほぼ 104 を 越え な か つた . 然るに 爆発 地震 の 振幅 は その 
10 f£~30 倍 程 度 の も の が 多く を 占め た . この 事実 は BB 型 地震 と 爆発 地震 の 形 の 類似 , 震源 
位置 の 一 致 等 か ら 見 て , 爆発 地震 は B 型 地 震 の 特別 の 場合 つま り 或 る 程度 より 大 きい 地震 
多 起 す 原 因 が ある 場合 は 破壊 を 生じ , 爆発 的 叶 火 を 伴う 事 を 意味 する も の で あろ う . 


W180 生む あび 

Wn 30 42 10 月 以来 今日 まで , MESO KALE Ke MRA Lic. この 噴火 は 久 
し く 活 動 し な か つた 南 后 中 央 火口 に お ける 噴火 で ぁ つ た と いう 理由 も あぁ つて 火山 学 上 注目 され 
る 問題 が 多 か つ た . 筆者 等 は 浅間 山 に 於 いて 行 つ て いる と 同様 の 方 法 を 同 火 山 に 適用 し て 火山 
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水上 武 ・ 茂 木 清 夫 ・ 平 賀 十郎 ・ 宮 崎 務 


性 の 微小 地震 を 観測 し , 噴火 現象 と の 関係 , 火山 地震 の 性 質 等 の 研究 を 行 つ て いる 、 本 報告 は 


その 一 部 分 で あつ て , その 結果 の 概要 を 記述 し た の で ある . 


桜島 に お いて 
OG, 種々 

な お 地震 記 象 
る . 

[本 研究 は 


1) Omori F.: 
2) yes, - 


OE 


長期 た 豆 る 調査 及び 観測 を 実施 する に 当 つ て 鹿児島 県 及び 鹿児島 再 よ り 和 観測 窟 
* 便宜 を 頂い た 事 に 対し て 深く 謝意 を 表し た い . 
EON), 記録 整理 た 尽力 され た 高橋 智子 , 伊東 喜久 子 両 氏 に も 謝意 を 表す 
SOND ABS BickLocRHLRCLaMATS. | 


= Fak 
Bull. Imp. Earthq. Inv. Comm., Vol. 8 (1914-1922), 1-523. 
kk 武 : 地震 研究 所 集 報 第 24 2 (1940), 331-339. 
内 上 施 真 雄 ・ そ の 他 :" 地震 UREA, 地震 研究 所 談話 会 , WEA ROLY BE OT FE 


Sic CAR. 


4) 鹿児島 気象 台 : 福岡 管区 気象 台 要 報 第 13 3 
5) MINAKAMI T., ISHIKAWA T. and YAGIK.: 


(957) pel —129 
i ser. IT, Tome 11(1951), 45~157. 


6) MINAKAMI T.: Bull. volanol. ser. II, Tome 18 (1956), 57-69. 


7) MINAKAMI T., MIYAZAKI T. and TAKAHASHI T.: 


Bull Earthq. Res. Inst., Vol. 29 


(1951), 359-381. 
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表 . 


内 堀 頁 雄 ・ 上 茂木 清 夫 ・ 平 賀 士郎 : 火山 物理 研究 会 講演 会 (1956 年 5 月 14 日 ) に て 発 
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1957 FREAKS BARES 


10} 191], 207 
1. 大 島 に お ける 火山 性 地震 と 三原 山 の 活 動 
AEM FAIR RE A BB 


A keV RANT sv» CT 1939 年 ~1944 年 , 1947 年 
~1956 年 の 期間 に 観測 せら れ た P~YS が 6 秒 よ り 
も 小さ い 火 山 性 地震 1803 個 と っ いて 震源 の 分 布 と 
震源 位置 の 時 間 的 な 変化 と を 調べ た . 

1. AACN cit 1957 21 AOS — eh MS 
て , €D 5 SHM WMh O 44 個 と つい て 初動 
の 方 向 と 射出 角 , PーS を 考慮 する こと に より, こ 
れ 等 が 測候所 を 含み ほぼ NW を < っ SE の 方 向 に と に のび 
る 帯状 の 地域 分 布 し て いる こと が が 推定 さき され た . HE 
BED REST PLS 時 間 と 相当 する 秒 単 位 を 用 
いて 老 % を 進め た . 

次 に 震央 方 向 が NーW の 象限 に ある も の は P~ 
S が いずれ る も 1.2H~3.2 秒 の 範囲 た と あり, S—W 
の 象限 に ある も の は 0.8 秒 ~1.8 秒 の 間 に , さら に 
S—E に ある も の は 0.4 秒 ~1.0 秒 の 範囲 た ある こ 
と が わか つた . NーE HOW Tse Vv ので 不 
BA. fal P~S が 3.2 秒 よ り も 大 き な も の で 初動 の 
明瞭 た 観測 せら れ た も の は な か つた . 

2. 年 ご と の 各 PAS に た いす る 度数 分 布 を し ら 
NBL, WTNH LOOM EOPAKE LTS 
こと こと が わか つた . これ か ら P~S の モー ド の 変化 を 
みる と , 1950 年 噴火 の 前 の 1947 年 >1950 年 の 変 
化 で は , 3.0 及び 4.0 っ 2.0 っ >1.0 っ 0.5 と 順調 な そ モ 
ー ド の 減 小 が み ら れ た . 

即ち この 間 , 震源 の 主体 的 な 位置 が 前 記 帯 状 の 地 
域 上 を NW か らし だ い に 近 づき そし て SE 方向 
(カル デラ の 方 向 ) に 移行 し た こと が 推定 せら れる ・ 
そし て 活動 期 の 前 に は この よう な 現象 が 起 る で あろ 
うと 期待 せら れる . 


2. 三原 山 の 火 山 活動 に 関連 する 火口 内 の 溶 


岩 温度 の 変動 
AR 庁 諏訪 有 彰 , 田中 康裕 
大 烏 測 候 所 佐藤 At, FAIR BRASS 


於 伊豆 大 島 


ETC My JN 


三原 火口 内 諸 赴 点 の 溶岩 温度 の 変動 (1952-56 年 ) 
と その 間 に お ける 火山 活動 の 消長 と の 関連 た に たつ いて 
は 既に 発表 し た が (火山 物理 研究 会 = ニュース No. 2, 
大山 Vol. 1, No. 1, 験 震 時 報 Vol. 20. No. 2 
及び Vol.21, No.4), ここ で は , その 後 の 観 測 資 
料 を 付加 し , 従来 の 全 資 料 を 総括 的 た 再 検討 し た 結 
果 を 報告 する . 

該 諸 定 点 た お ける 溶岩 温度 の 変動 は , 既に 指摘 し 
RE KIERO 
火山 活動 と 対照 し た 場合 ) A・B・B’ ・C・D の 5 
型 に 大 別 さ れる が , 特に , B 型 変動 を 示 し た も の は 
2~10 箇月 くら い に わ た つて 温度 が 次 第 た と 上 笑 し , 
結局 数 10°~300°C FEE LAL CHIC KUO 


いい る: RAS i a : 原 火口 
PA AEEB & 1k ARO A WIL VAS ISIS MORO Hh 


| ete on aa 
UL KREIS EORBRADSLOLER HHS 
1954, 56, 57 KODAMA CARLES KAYE 
地帯 内 に た あり, 本 地域 は 今後 の 火山 活動 監視 上 も 特 
注目 すべ き で あろ る 3, 

三原 出 は , 1950, 51 年 の 大 噴火 以後 現在 まで ほ 
と ん ど 毎 年 噴 大 噴煙 活動 を 繰 り 返 し て は いる も の 
の , TROBE, BX, 噴出 物 の 量 , 種類 (初生 , 
再生 等 の 別 ) お よび 頻発 地震 微動 な どの 発現 状況 な 
どか ら み て も , これ ら の 諸 火 山 活動 は 前 記 大 噴火 の 
余 じ ん で あり , 現在 , 三原 出 の 火山 活動 は , 多少 の 
消長 を 示し つつ も , 徐々 に 落ち つい て ゆく 過程 を た 
ど つ て いる も の の ょ う で ある が , この 三原 火口 内 燈 
岩 温度 の 変動 状態 か ら も それ が うか が われ る . す な 
bd, 三原 火口 内 諸 定 点 の 温度 は 前 記 の 如き 5 型 の 
変動 を 示し つつ も も, すべ て , 全般 的 に は 下降 の 傾向 
を 示し て いる . また B・B′・C 型 変動 を 示す 場合 
に も , COPE CES) 量 は 次 第 に 減少 され て 
き て お り , PO B 型 の 場合 の 温度 上 工期 間 も 新 次 
短縮 され つつ ある , 
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3. 三原 山 で 起 る 火山 性 地震 ・ 微 動 の 性 質 
RR Aor 康 商 


1938 年 (ANAT Baz.) ~1957 年 の 三原 山 の 火 
山 活動 に と は , WK» OA FEE + OA RIDER 
せ て 40 回 近い 活動 が ある . ここ で は 同 測 候 所 ( 火 
ロロ の 北 北西 4.8 km)= の ウィ ヘル ト 式 地震 計 で 観測 
され た 大 山 性 地震 ・ 微 動 に つい て 述べ る . 

年 別 火 山 性 地震 同数 は , は な は だ 相違 し て いる 
が , ひん 発 地震 回 数 を 差引 いた 一 般 の 火山 性 地震 回 
数 は 毎年 ほぼ 同じ で ある . な お , 三原 山 で 起 る 火山 
性 地震 の 14 % は 有 感 地震 で ある . 

ひん 発 地震 は 和 突発 的 た 起り , 大 抵 数 日 以内 に ほ と 
ん ど 終 了 し , か つ 噴 火 を 伴わ な い . 

微動 は その 発現 状態 か ら 2 型 た 大 別 さ れ , 継続 時 
間 40 秒 前 後 の 阪 立 型 と , MARLELAY Hie 
に 記録 され る 連続 型 と が ある . 前 者 は 地震 記 象 と よ 
く 似 て は いる ゃ が, 脈動 性 の 波 で 位相 の 関係 が 明 喉 で 
な く , 噴火 は 伴わ ない. 発現 状態 は 徐々 た その ひん 
度 を 増し , また , 徐々 た ひん 度 を 減ずる が , その 発 
現 期間 は 半月 3 か 月 で ある . 火山 性 地震 に つい て 
LAA + HH © HB NA™=k O m it 1.8 で 
ある が , 孤立 型 微 動 で は この 統計 式 が 成り 立た な 
い . 連続 型 微動 の 多く は 噴火 を 伴い , か つ , その 発 
現時 刻 は 大 島 測 候 所 発表 の 噴火 開始 時 刻ま ょ り 半 日 一 
数 日 先行 し て いる の で , GK EK BRE HS BE 
な 手 掛 り と する こと が か できる. KEL, 純 学問 的 た 
は , 微動 発現 と 同時 に 噴火 活動 が 始ま つた と みる 方 
が 適当 で あろ 5. 

各 ひ ん 発 地震 の 震源 は それ ぞ れ ま と ま つ た 地域 に 
あり , 高橋 永田 両 博士 算出 の 大 森 係 数 k=2.2 を 用 
いれ ば , 震央 は 三原 山 の 西 一 北 ~ 東 側 一 帯 と きめ ら 
NS. 微動 は 火 旦 付近 で 起 つ て いる も の と 考え られ 
る . KADSOA FEHB E CO PPMP RD ZL, 
1938 へ 44 年 ご ろ は 4~+7km, 1952 年 ご ろ は 2~3 
km と 近づき , 1953 年 以後 は 微動 の 出現 ひん 度 が 
増し , 最近 の 地震 の 活動 源 は 火口 の ご くく 近い 所 に も 
ある よう に 考 を られ る . 


& 
要 A 


4. SRWICHAFSHAMKOBIEE KW 
動 


東京 都立 大 化学 野口 豆 三雄 ・ 神 谷 宏 


昭和 32 年 4 月 か ら 三 原山 の 火 附 近 た 4 PO 
AW Nee BIT, 火山 活動 た 伴う ガス 組成 の 変化 を 観 
測 し た る に 次 の 結果 を 得 た . 

WET Pett A DO GCE ICOILM SAMO 
を 設け , その 中 に 25 % カセ イカ リ 溶 液 を 500 cc A 
PEMEMAB HOt HE 15 em OF) を 
置き , 火山 ガス 中 に 含ま れる 酸性 ダス を 吸収 させ 1 
週間 乃至 10 日 間 に た に 1 回 液 を と りか を , 吸収 し た 二 
酸化 炭素 , 塩化 水素 , 硫化 水素 , 亜硫酸 ダス な ど を 
調査 し た . 先 づ 吸収 し た アル カリ 液 を 5~25cc = 
角 ラ 5 ミミ に に とり CHICRMK40cc eM, F 
に 80 % 過 酸 化 水素 を 0.2cc 加 を て , Y-FAK 
息 を つけ た 逆流 ュ ユン デ ン サー を 付け て 重 湯 前 上 で 熱 
Ly 硫化 水素 及び 三 酸 化 座 黄 を 完全 た 硫酸 に か き 
A. 残っ つた 過 酸 化 水素 は 三角 フラ スコ に 逆流 コン デ 
ン サ ー を 付け た まま 直 火 で 沸騰 させ て 分 解す る 次 
に ご どの ウフ ラス っ ュ っ に ご ゴム 栓 を 施 ル 人 S 水 で の 
Wire 77 ニル フレ NE 
CpH 8.4 に な る まで 滴定 BICAFNAVYSF 
HTK LCE CBSE L CHK OME HOSE 


_2 倍 し て 二酸化 炭素 の 量 を 求め , この 値 か ら 始 め 用 


いた カセ イカ リ を 全く 同様 に 処理 し て 得 た 三 酸化 炭 
素 の 量 を 差引 いた . 塩化 水素 は ガス を 吸収 し た アル 
ヵ リ 液 を 二酸化 炭素 の 場合 と 同様 た し て 酸化 し て 後 
クロ ョ ム 酸 カリ ウム を 指示 薬 と し て 生 酸 銀 で 滴定 し た 
ゃ の で あり , 硫化 水素 及び 二酸化 イオ ウゥ は ガス を 吸 
収 し た 液 を 同様 に 処理 し て 酸化 し , 硫酸 に か を た 後 
塩化 バリ ッ ム で 硫酸 バリ ッ ム の 演 滋 を つく り そ の 目 
ARUWOCSLEUCHEHLE. MRE FF YI OE 
を 差引 いな だ SPRUNIRA 32 4 4,5,6 有朋 だ ご は 演 
静 状 態 に あつ た が , 8 月 4 日 か ら 8 月 下旬 まで 活動 
し 9 月 上 旬 一 旦 生 沈静 し , まもなく 9 月 下 千 か ら 
10 月 に た かけ て 大 活動 し た . ガス の CI/CO。 比 及 び 
S/COz Hit 4, 5, 6 Hiciwps<, TAFAE D 
急激 に 増大 し , 8 月 の 活動 期 た は 何れ も 値 が 大 き 
{9B LA-BBUCS< 20 9 A Paw 
再び 増大 し た . この ガス の 変化 は 三原 火山 の 活動 と 
KCTS. 


講 演 


5. 火山 ガス の 地球 化学 前 研究 ( 続 ) 
RIK 岩崎 岩 次 ・ 桂 a 
ARAL ER HA 
現在 まで に 測定 され た 火山 ガス を その 化学 組成 か 
~~ 大 別 す る と 下 の よ ょ うに 分 類 さ れる . 
これ ら の 事実 を 説明 する た め に 演者 ら は 次 の 機構 
REx. 即ち (1) は 非常 に active な 火山 か ら 
得 ら れ た も の で 恐らく 岩 此 か ら 直 接 放出 され た も の 
と 考え られ 温度 も 高く ハロ ョ ゲン 化物 に 富ん で い 
る . 2) 火山 活動 の 消長 に つれ て 岩下 が 冷却 し 約 
800°C 以下 に な る と ハロ ゲン と He は 放出 され な 
く ぐ く な る が , SO. は 続け て 放出 され る . また 岩 此 の 後 
退 に ょ り 火 山 ガ ス の 供給 源 が 遠く な る と 途中 で 冷却 
され て 硫黄 化合 物 の 化学 平衡 の 移動 に た ょ り He Dw 


1) 800~1200°C SO,>H,S 
a) 100~400°C 0,2 HS 
2) 
b) 7 ” 
3) 100° 附近  HLSSSO, 
4) 100° HS (1 % LAP) 
5) <100° H.S trace 


Hz, HCl を 含む 
H, trace, HCl を 含 


He, HCl trace 


He, HCl yt none 
SO, (1% 以下) 


主として CO, 
CH, Ne etc. 73@ く な る 55 
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U H2S が 増え て くる . 更に 冷却 され て HO pre 
結 す る と 始め に 先ず HC] が 吸収 され る . 3) 更に 
冷却 され て SO, の 水深 液 が 形成 され る と 高温 , 高 
FED, 次 の 分 解 反 応 3 HsSO0s っ S+2 H2SO4 十 
H20, 4H.SO3;—>H»S+3 H2SO4 に よ ょ うり 硫酸 と HH2S を 
生成 し , その 結果 が ガス 中 に SO。 は 少く な る . 

4) (3) で 生成 され た Hz2SO4 が 周囲 の 岩石 と の 
反応 で 中 和 さ れ て HS は その 溶存 金属 と 反応 
(FeS, etc; の 生成 ) た に た ょ つて 消費 され る と 噴気 ガス 
は CO, が 大 部 分 と な る . し か し , 火山 活動 は 一 般 
に 同一 地域 で の 繰返し 現象 だ が み ら れ る の で 一 次 的 に 
穫 成 され た 硫黄 , 硫化 鉄 , 炭酸 塩 鉱物 な どか ら の 二 
次 的 分 解 に よる SO2, HS, CO, の 生成 に 考慮 され 
る る 


大 島 , 昭和 新山 

十勝 岳 , 九重 硫黄 山 etc. 
一 切 経 山 , MARA etc 
箱根 , 焼山 (秋田 ) etc. 


別府 , PARRA O FE etc. 
吉松 温泉 , 長万部 温泉 


6. 火山 噴出 物 中 の ハロ ゲン 元素 に 関す る 
—, 三 の 問 題 
鹿児島 大 Se 田 政 明 


火山 活動 の 盛ん な 火山 か ら は 火山 発散 物 と し て , 
ハ ョ ゲン 元素 の 化合 物 が 多量 に 噴出 され , 火山 活動 
が 玉 え る と 噴出 物 中 の 量 が 減じ, 遂 と は 消失 する と 
いわ れ て お り , ハロ ゲン 元素 は 火山 の activity を 
示す 一 つの 指標 と 考え られ て いる . し か し 火山 が 
A, 火山 箕 華 物 等 を 大 口 で 連続 的 た 採取 , 観測 する 
と と は 一 般 に 極め て 困難 で あり , し か も 必要 な の は 
活動 時 の 観測 で ある か ら , 上 述 の 主張 も 特定 の 火 由 
の 研 完 結果 か , も し く は 了 断片 的 な 観測 結果 に ょ つて 
支持 され る に 過ぎ た ない. 

また ミケ ゲ ジ 元 索 の うち 7 塩素 まれ に た フツ 素 
REBSHKOAC, BR, ョ ッ 素 た つい て の 研 完 
結果 は 基 だ 少 い . これ は ハァ ゲ ン の 地球 化学 的 研究 
に お ける 一 つの 育 点 と も 考え を ら れる. 

著者 は , 遠隔 採取 が で き , し か も ある 爆発 た 際 し 


て 生成 し た 大 山 ガ ス , 火山 左 華 物 を 捕捉 率 は 別に し 
て も か な り 一 様 に 含む 媒体 と し て , 即ち その 爆発 の 
性 格 を か な り 反 映す る と 予想 され る も の と し て 火山 
灰 た 注目 し , その 中 の ハ r ョ ゲン 元素 を 定量 , 研究 す 
A SS 

試料 と し た の は 1955 年 10 月 以降 2 ヶ年 に 豆 つ 
て 小 活動 中 の 桜島 火山 南岳 の も の で , 地球 物理 学 的 
観測 が か な り 詳 細 に 行わ れ , 岩 此 の うごき が か な り 
明 只 に と られ て いる 点 得 られ た 結果 の 解析 に 好都合 
heap Oye. 

その 結果 , 火山 灰 中 の へ ハ ョ ゲン 元素 を 研究 する こ 
と に よ ょ つて も , 買 頭 た と に の べた 傾向 を 裏書 き で きる こ 
と が わか つた . iets, 位置 が ほぼ 一 定 し た 小さ い 替 
筐 だ まり か ら 炎 口 を の ハハ gr ゲン の 移動 に た お いて (一 
MORINL ELS) 先行 する ハロ ゲン, 例え ば 塩 
素 ) お くれ る も の , 7 スタ 索 が ある ら ヒ いこ と も わか 
つた . 岩 此 だ まり 自身 の 上 時 が あ る と き ぎー 一 その 極 
VTS ITA BOVE Ch SA—lelh, 先行 , お 
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くれ の 差 は 少 ぐ な り , F/Cl は 次 第 た 大 きく な る と 
予想 され る が , F/Cl の 値 が 最大 億 を 示し た の が 
1957 年 2 月 , 即ち , 南岳 の 今回 の 活動 た お いて 震 
穫 が が も つと も 上 圧し た と 思わ れる 時 期 た お いて で あ 
り , また こと の FIC! id, MRO Dd 2 fk 1914 
年 の 大 噴火 の 際 の 火山 灰 た お いて は , さら に 大 きい 
値 を も つと と 明か と な つた . COMLWC BHO 
ぅ うごき を 化学 的 と し ら べ る 可能 性 を 示す こと も 老 を 
bh, ハ ョ ゲン 元素 の 存在 状態 (たと を ば フツ メ 素 は 
可溶性 の も の と 不溶 性 の も の と が あり , 1955~1957 
年 の 火山 灰 に た お いて は 前 者 が , ほぼ 10~20 % Ca 
り , 1914 年 の 灰 に お いて は 50~60 % で あり , 各々 
ょ く 一 定 し て いる こと は 甚だ 興味 深い ) BLO, AK 
素 ョ ッ 素 の 含有 量 等 と と も に な お 研究 を すす め て い 
0 


7. 火山 発育 史上 より 見 た る 近年 に お ける 桜 
島 火 山 の 活 動 に つい て 
MEAS vililen Spal Gee AG 


桜島 は 大 正 噴 火 以後 数 回 た 豆 り 活動 を 繰返し て い 
OD, これ ら 一 連 の 火山 活動 の 推 各 に つき 本 火山 を 
構成 する 各 燈 岩 類 の 化学 成分 の 変異 と , 噴出 地点 の 
移動 と いう 二 つ の 点 か ら こ れ を 考察 じ て 見 る . SiOz 
の 含 基 を 化学 成分 の 代表 と し , HAD be LY 
燈 娠 へ の 順に た その 変化 の 状態 を 示せ ば 次 の 通り で あ 
る 


1 北岳 噴石 及 北岳 燈 岩 64.45 % 
2 Atay 66.32 
3 tte eke 66.11 
4 SAL Aree LUE 61.81 
5 MiGs I a 60.60 
6 Miptis aM iA aes TH 64.07 
7 時代 未 詳 燈 岩 62.34 
8 AcHAKE (1468~1476) 66.35 
9 kha (1779) 64.13 
10 大 正 第 1 HR (1914) 61.04 
11 大 正 第 2 期 燈 岩 (1914) 59.01 
12 昭和 14 年 度 火山 弾 (1939) 57.11 
13 昭和 21 RHEE: (1946) 60.62 


上 に あげ ば た 化学 成分 変化 の すぅ Bd. BRL CHB 
Al 10 年 (1935) 以後 た 起 つ た 大 小数 回 の 活動 は 大 


ee fa 


正 3 FEO BHO) OMY be OREO 
は 今後 も 繰り か を する も の と 予想 され る . 併 し 文明 年 
度 以 後 た 起 つ た よう な 大 活動 は , た と を 起 る と し て 
も 洪 か 将来 の こと に 属す る も の と 考え られ る . 

次 に 本 火山 の 活動 の 中 心 は 南 后 火 品 で ある が 歴史 
時 代 以 後 の 噴 火 は 山腹 で 起 つ て いる . これ は 南岳 火 
LW OKMIXIKAOR CEDRACWO ZED CHD 
5. A DICWAMLOELYA ORs KA IEE O 
直下 の 山腹 で 起 つ て いる の は 旧 火 道 が 次 第 た 爆破 さ 
れ て , ここ か ら 内 部 の 勢力 が 洩れ 易く な つた 為 で あ 
ろう . この 点 か ら 見 て も 小 爆発 は 今後 も 繰 返 へ す で 
あろ うし , その た め 内 部 で の ガス の ヶ うつ 積 を 後 ら す 
結果 を 招来 する も の と 思考 され る . 


8. 阿 父 火山 に お ける 火山 微動 の 観測 結果 に 
BUST 

九 大 物理 Fy 大 輔 ・ 後 藤 賢一 

RH 修 ・ 佐 藤 RT 


阿 秋 火 山 の 火 山 性 地震 及び 微動 の 研究 は 佐々 先生 
の 詳細 な 研究 が あり , BIRRKIUO The 4 種 に 分 類 
され て いる . RL, 短 周 期 の 微動 に た 就 い て 少し 叙 問 
を 残さ れ て いら れ , その 原因 と し て 観測 点 が が 火 唱 よ 
り 少 し 遠い 事 た ある 様 に 思 を た の で , 短 周期 の 徴 
動 が Polcanic origin で ある か どう か を 確 め る 事 と , 
RL, その 様 な 火山 微動 の 周期 別 減衰 特性 が 火口 の ご 
く 近 く で は どの 様 に た な る か と いう 二 つ の 目的 を 以 っ 
て , 本 年 8 月 及び 9 月 の 二 回 こと わた つて 役 動 観測 を 
行 つ た . Pick up は 周期 0.5 秒 の 上 下 動 で 一 台 を 
火 戸 中 段 の テラ ス 上 に 置き , 他 の 一 台 を 火口 より 
800m の 測線 上 の 7 点 た 順次 た に セッ ト し て , それ ぞ 
れ の 点 と 火口 族 と の 比較 観測 を 行 つ た . Bir BS 
Fits, aS S RMR O 4-H Vo BS 
オッ ツタ シャ スコ ー プ を 用 いた . 記録 紙 の 送り は 毎秒 3 
cm で ある . 火口 の 活動 状態 は 非常 た 静か で 約 1 000 
Mm 下 の 測 候 所 の 310 倍 の 石本 式 地震 計 に は 微動 ら 
し いも の は 殆 ん ど 出 て いな い 時 で ある . それ ぞ れ の 
記録 中 任意 の 30 秒 間 を と つて , 周期 一 頻度 分 布 図 を 
作る と , 火口 底 で 非常 た 卓越 し た 周期 0.1~0.15 秒 
の 短 周 期 の 微動 が あぁ も と に 来る た 従 つ て 減衰 し , 見 
か け 上 周期 は 伸び , 700m ふも と で は 0.15~0.20 秒 
の 波 が 卓越 する 事 が わか つた . 佐々 先生 が 多分 火山 
性 微動 で ある ろう と 指摘 され た 0.2 秒 程 度 の 微動 は 
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# LT volcanic origin の も の で ある 事 が わか っ つ 
た . Rs KARO Peat & KARE LOT He Hie 
する と 約 5.5 倍 あ り , 微動 は 急速 た 減衰 し 距離 と 
共に 対数 的 に 減少 する 事 が 判 つ た . 更 と 測定 され た 
火山 微動 の 周期 と 振 巾 (平均 ) の 関係 は ほぼ 直線 関 
係 に た なる. 


9. URS RRA OL Si (第 一 報 ) 
RIK 松本 幡 BB 


BRS EIS ROK REE, 最 東部 た 位 し 放射 状 
の 3 本 の 岩 脈 , 東西 た 走る 天狗 岩 の 岩 脈 と 成層 状態 
(bo < OF ARROERE BOW tik mM 
る . BIRD ALAA & RRR D BE ih OS \ FAB 
7S a RM AL a Ch S. 燈 岩 流 の 岩石 は 
大 部 分 は , BRST Zils, HELE Cc 
角 関 石 斑 品 を 有する も の は 少 い . 岩 脈 の 岩石 4 個 と 
ARO AE 29 個 の 分 析 の 結果 , 根子 岳 の 岩石 
は , 日 本 の 火山 岩 と 比較 し た 場合 SiOz 成分 に 対し 
5 AlLO3, Fe,03, MgO, Alkali た 富ん で お り , 
Total FeO, CaO, TiO, に 乏しい 化学 的 特徴 を 示 
す . 他 の 阿 人 多 中 央 火 丘 の 岩石 と 同様 た 比べ た 場合 に 
は , Al,O3, Fe.03, MgO, Na.O た に 富ん で お うり, 
FeO, CaO, K20 に 乏しい 性 質 を 示す . ARAOM 
mOB\ 72% AlL20s が 多く , 磁 鉄鉱 の 多い た る め 
Fe,03 が 多い . SRIKROB BUD BAOF * OF 
均 値 を 示す と 次 の 通り で ある ._ SiOz; 54.63, TiO2; 
0.69, Al,03; 18.32, Fesz03; 4.92, FeO; 3, 67, 
MnO; 0.12, MgO; 4.34, CaO; 7.46, Na,O; 3.29 
KO P03 0.18.0, se aSiOa: BUT NiOs; 
0.75; Al,O3; 19.07, Fe,O3; 3.73, FeO; 4.48, 
MnO; 0.15, MgO; 4.79, CaO; 7.15, NazO; 
3.23) K.O; 1.01, HyO(+); 0.65, PsOs; 0:20, 

岩石 学 の 問題 と 関連 させ ね ば な ら な い が 今 回 は , 
一 応 根子 岳 岩 石 の 一 般 的 な 化学 組成 に つい て の み 報 
告 す る 次 第 で ある . 


10. Hawaii 島 キ ラウ エア 火山 の 噴火 に 健 
5 Meee 


9 ES ee |, 


桜島 た 続い て , Hawaii B Kilauea 火山 の 1924 
年 の 噴火 た 伴う 火 百 周辺 の 広大 な 沈降 の 機構 た つい 
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CHR LK. ‘ARILEL UC W.T. Wilson た にょ よ 
る 水準 測量 , 三角 測量 の 結果 及び Jagger 等 に よる 
地表 傾斜 観測 , 火 品 底 の 深き の 測定 な ど で あ る . 結 
架 の 主 な る 点 を 次 に 示す と , 

(1) 変動 の 水平 成分 た に つい て 解析 し て 平面 変 展 
の 量 delatation, shear J% U rotation 及び prin- 
cipal strain*: の 分 布 を 計算 し た . これ ら の 量 は 規則 
的 分 布 即 ち 同 心 円 状 の 分 布 を し て いる . 

(2) 上 述 の 量 は ヵ カル デラ 地域 で 異常 に 大 きく 
10-3 た 達する. この こと は 1912~1921 の 期間 の 
水準 測量 の 結果 , カル デラ 地域 だ けが 大 き な 沈 降 を 
AL, 他 の 地域 と 全く 別 の 変動 を し た こと と | 符号 
し , 従っ つて 以下 た お いて 他 の 地域 を 一 様 な 連続 体 と 
し て 論ずる 際 に カル デラ 地域 を 除い た . 

(3) 1922~1927 の 期間 の 垂直 変動 と し て は 火 ロ 
を 中 心 と し て 著しく 沈降 し た . これ は 地表 傾 終 観 測 
等 の 結果 か ら 1924 年 噴火 た 伴 つ て 急激 に た 起 つた も 
の で ある と 考 を られ る . その 等 沈降 曲線 は 同心 円 状 
C, 水平 変 動 と 密 な 関係 が 認め られ る . 

(4) KY, 垂直 の 両 変動 の 分 布 及び 相互 の 著 し 
い 関 係 を 説明 する 機構 と し て 地下 内 部 た 存在 する 圧 
力 源 を 考え た .! 最 も 簡単 な も の と し て 桜島 の 場合 と 


同様 球状 の 圧力 源 の 圧力 が 人 乱 激 に 減少 し た た め に 地 


毅 が 弾性 的 た 変形 し , 地表 が 沈降 し た と 考え る と , 
圧力 源 の 深き さ が 3.5 km の 場合 ここ れ ら の 事実 を よ 
く 説 明 で きる . 

(5) 火口 か ら Hilo た に 至る 水準 路線 た 関す る 結 
果 か ら 上 述 の 変動 より も 更に 広範囲 の 沈降 が 重 な つ 
て いる こと が 予想 され 」 ご れ に つい て 圧力 源 は 15 
~20 km と 推定 され る . 

以上 の 結果 か ら 1924 年 の 噴火 た に際し て 地表 及び 
地下 内 部 に お いて 燈 岩 が 大 規模 に 流動 し , 燈 岩 溜 の 
ED (体積 ) が 減少 し た た め に , 地 毅 が 変形 し た 結 
果 地 表 の 広大 な 地域 が 沈降 し た と 考え られ , COM 
岩 溜 と し て は 3.5km 及び 15~20km の 深 さ が 推 
定 き され た . ) 


11. 火山 活動 に 伴う 地震 の 研究 UD 
RAF 木 IR ios 
AFRAG ATU OA BY (19431945) の 時 に 発現 
し た 地震 群 を , 25 km 一 69 km Behe, 森 , 札 
幌 の 各地 震 記 象 た 甚 いて 研究 を 続け て いる . 今回 得 
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られ た 主 な 結果 を 次 に 記す . 

I. Pre-volcanic stage(Dec. 1943—Apr. 1944) 
ICR LEME, Bld A 型 地 震 の 大 部 分 は 各地 
共 , 水平 動 の Ncomp. の 振幅 Aw(Max, amp.) が 
Ecomp. の 振幅 An(Max, amp.) より も 大 き ぎく, 
Ay/An>l と な つて いた . 一 方 lava dome の 出 
Bite mRic flor B Mie (Oct. 1944—Oct. 
1945 BE + KEKE C 型 と 発表 みれ て いる ) の 
場合 は 逆 た に Ay/An<l CeoLW5 RE ME 
を 示し た . これ は 両 地震 群 の 表面 波 の 振動 方 向 に 明 
ら か な 差異 を 示し , 両者 は 違う 性 質 の 表面 波 で ある 
事 が 想像 され て 来る .. この 事 は 震源 の 機構 及び 深 さき 
の 相違 た 起因 する た めで あろ うと 考え を られ る . 水上 
BR KIL CDK “ERRORS” を 裏書 きす 
る 問題 も 提供 され る よう で , 誠に 興味 深い . 

Tl. A 型 地 震 群 は 例外 な く , 1) 地震 動 の 始め に 
周期 の 短い ripple を 含ん で いる . ⑰ S 波 の 出現 
PHECHS. これ に 反し て B 型 地 震 は すべ て , 
(4) ripple が 無く ,  S 波 は 極め て 不明 上 際 で ある 
BO HoOfe. ここ に 両 地 震 個 え の 性 質 の 違い が 示さ 
れ , 更 活 動機 構 の 変化 の 行程 を 想像 する 事 も で き 
る kr た 

Il. A 型 地震 辞 の 毎日 の 最大 地震 は , 大 小 不 規 
WAS CHR LEA, B 型 地震 は その 初期 を 除け 
ば 大 部 分 同じ 大 さ た に 現われ て いる 事 が 判 つ た . この 
事実 は A 型 地震 は 深い 処 に 起り , B 型 は 地表 近く 
に 発現 する (水上) と いう 事 と 符合 する . 即ち , B 
所 は 構成 物質 の 破壊 強度 が 深 所 より も 小さ く , 単位 
体積 当り に 著 え られ る 弾性 energy に は 限界 が あ 
る (水上 , RA) OC, B 型 地震 の 大 さき た に は この 
よう な 上 限 が ある の で いか と 考察 され る . 

IV. 森 (4=54km) の 地 震 記 象 は , 他 の 2 ヶ所 
の も の と は 著しく 異 り , 速度 の 非常 た 遅い 相 が 現 わ 
Mic. いる いろ と 原因 は 孝次 6 ら れる が これ は 
path が 海 だ か ら で あ ろう か ら , と に 角 こ の 方 HO 
関係 を 研究 し て いる . 


12. 有珠 火山 周辺 の 水準 測量 及び 地磁気 伏 
角 測 量 
北大 地球 物理 村瀬 fe) 


(1) 1957 年 8 AIG ALLE ROR MIC & 5 


gz SF 


水準 点 の 改 測 を 行い , 1953 BO HER PAALATO ma 
と 比較 し , 相対 的 に 昭和 新山 北 入 は 上 左 し , 南方 の 
上 長 流 地域 は 沈下 し て いる こと が 解 つ た . 昭和 新山 
の 生成 後 十 数 年 経つ て いる が , その 近辺 は な お 相当 
の 地表 変動 が ある よう で ある . 

(2) 昭和 新山 dome LO AML BAM Ol 
REDE FAG FE Lie OD CHIR IRAO BA & 47 2 Te 
が , 1955, 1956 年 と の 差 は な か つた . 

(3) KAER, 昭和 新山 等 の dome PAWL OL 
較 及 び 近 辺 の 潜在 dome の 磁気 的 性 質 調査 の 基礎 
と する 目的 で , 小 有 珠 火 山 の 地磁気 伏 角 測 量 を 行 
い , NERS tk © model & $F > Cc J=9x 10-8 
emu/fcc. を 得 た . CHVLKAEE LO MILKEY.. 


13, 雌 阿 寒 岳 の 微小 地震 の 状態 
AWE 村 OH ih 


WHERE FE OE OPER LV do BD IKFRIRTE EY 
われ る も の で , EOI BEKO OIE 1956 年 6 月 
15 日 に 起り , 噴出 物 の 放出 に 費 き され た エチ エネ ルギー 
は 約 7x1018 ergs で あつ た . 地震 観測 は その 後 も 
続い て 行わ れ て いる が , 6 月 15 日 以後 得 ら れ た 微 
小 地震 の 状態 に つい て 記録 を 整理 し た 結果 次 の こと 
RM. 

(1) 回 数 は 非常 た 少く , 圧倒 的 に B 型 が 多い . 

(2) 周期 の 頻 席 は 殆 ん ど 0.3sec 以下 で ある . 

(3) B 型 地 震 の エネ ルギー を Rayleigh HOR 
面 波 と し て 計算 し て みる と 約 6 ヶ月 間 で 放出 され つ 
CS 

微動 は 1957 年 7 月 現在 で , な お 継続 し て いる こ 
と を 考え れ ば , この 有 B 型 地震 は 微動 の 原因 ( 雌 阿 
箇 の 場合 破砕 され た 地下 の 魚 裂 か ら 水 蒸気 が 逃げ 出 
FELMIDCKIOSLVYIFZREM) Lor 
原因 を 考え る こと が 必要 で あろ う . 


14. BRRAILT7 の 軽石 流 堆 積 物 に つい 
で 


北大 地質 pe 井 義 ie 

EN BALS F OACHICIL, PRE RAL 
TRA UCHERODS, 面積 約 1000 km? Ok LURE 
人 台地 を 作 つ て , 分 布 し て いる . この 軽石 流 堆 積 物 
は , EREOSHIEMA - KREBRRREUEOKR 


講 UH 


Fi, “Kilikd 56720, 分 級 作 用 が 悪く や や 多量 の 
SHLAA, SERRA HO BULA K ie eS ts. と 
の 力石 流 堆積 物 な , 第 1 期 と 第 2 期 た と 区別 され る . 
第 1 ERITREA DEA, 第 2 ERIC 
われ て , COMM, AROANV SF BE LIC AR 
され て いる . 第 2 期 堆 積 物 は , HAAG, 軽石 の 最 
大 粒度 平均 及び 外来 岩 片 の 粒度 ・ 数 は , 噴出 中 心 か 
ら 2~38km まで は 大 き な 変 化 が なく, それ より 
遠く な つて か ら 急 速 た 減少 する . (これ に 反し , BE 
周 火 山 な どの 降下 軽石 堆積 物 は 最初 か ら 急 速 に 粒 庶 
を 減少 する . ) 

この ょ よう な 多量 の 斑 長 質 軽 右 流 の 噴出 後 , 径 26 
x20km の クラ カト ア 型 の 屈 倖 路 カ ル デ ラ が 陥没 し 
CWS. FIAbTHOANFFBMICIL, 常に 多 
量 の 理 長 質 マ グマ が 主要 な 役割 を 演ずる . WERE 
山 で は , ビデ ヂ デオ ォ ン 煙 石 質 岩 系 の 玄武 岩 ・ 安 山 岩 (c, 
Ve 型 ) の 噴出 に つい で , WHC RHA RRO 
安山岩 (Va, Ve 型 ) が 噴出 し , その あと で 多量 の 
石英 宏 山 岩 質 軽 石 流 が 2 回 た や わた つて 噴出 し て い 
る . 外輪 山 燈 岩 か ら 軽 石 流 誰 積 物 へ の 移行 は , ノル 
A Fs の 増加 を 伴わ ず , 急激 な ノル ム Wo の 減少 
と な つて 示さ れる . この 現象 は 外輪 山 燈 岩 で は 通常 
の 結 品 分 化 作 用 の ュー ス を た どる (晩期 に は 混成 作 
用 の 影響 が 現われ る ) が , 最後 た は 多量 の wall 
rock を 混成 し , 軽石 流 を も た らし た 斑 長 質 マ グマ 
が 生じ た も の と 説明 され よう . WRAL T 7 BS 
後 た 生じ た 摩周 大 山 の ヵ カル デラ 形成 に も , Ee 
田 火 山 の 複 カル デラ 有 展 成 に も , 全く 同様 な 現象 が み 
られ る . 


15. MEO Kaka 
See Kaa 
SED 


Io Se Se 
Wr OF Fe 


PR ELIKARC FET SAE ORARIC FET Life 
火山 活動 は, VISE, 鬼無里 村人 魚 山 , 長野 市 
YC RET SPPEM EDA bABLRE CHEER 
BZ. これ ら は すべ て ピ ジ ォ キン 煙 石 質 岩 系 に 属する. 
飯 縄 火山 の 基底 の 一 部 た と に み られ る 玄武 岩 も , 同質 の 
も の で ある が , その 時 代 は 判然 と しない. 

と この あと し ば らく 静穏 な 時 代 を 経て , 柳 層 の 主体 
を な す は ば げ ば しい 火山 活動 が は じ ま り , 多量 の 燈 岩 流 
や その 火山 砕 層 岩 を 生成 し た . これ ら は 同一 の 材 堆 
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BAPCh, その 産地 に ょ り 震 石 学 的 特徴 を 異 た し 
て お り , DADA AEMALRE + BH GALE - 
AINE A + ANE RMA BRAY Ai eC, K 
BWalcihLesra yep RGROLOLDSM, 大 部 
DERI BARD L OCHS. 

岩石 学 的 と みる と , Peat An 60~90 の か な 
り ひ ろ い 和男 囲 た わた る . BETA AH Gx Ca 40 Mg 
40 Fe 20~Ca 40Mg 35 Fe 25 ORO XK, 
RG Kia vi. Mg 65~Meg 70 Ok ARH DEL eV. 
DPAbAAIK Fa 25~Fa 40 の 組成 を も つ . FHR5 
右 は か な り 多 量 た み ら れ , と くに 下部 の 次 山岸 中 
に は 10~15cm に 及ぶ 大 品 を も つも の が ある . hk 
A~ flee, と き に 濃 福 色 の も の も ある . 酸化 の 程 
度 に より 屈折 率 の 上 左 す る の が 明か に みとめ られ る 
DS, MAPAKWOWARICAS £5 TARE DBL 
NaltkAabiriel>, BIER OMGILEF a v HA, 
Mimhie, ATMa koto, IR LR BG 
の 量 の 比 は 広い 変化 を 示す . 

これら の 各 岩 型 の 化学 組成 を みる と , 全体 と し て 
アル カリ に 有 乏しく , 石灰 に と む 傾 向 を 示す が , HSE 
ROCCHT7ABOMMARU AIL, アル カリ , 特 
に ヵ カリ に と ん で いる の が 注目 され る . 本 岩 類 と つい 
て の 地球 磁気 的 研究 は 百瀬 寛一 氏 に ょ り 行 われ つつ 


ある が , いま まで に 得 ら れ た 結果 に ょ れ ば , 前 駆 活 


WOR ALM ABR RL, 中 新鮮 新 世 の 活動 
の 可能 性 が っ つっ ょ よく, その 他 の を も の は 測 完 し た か ぎり 
Crh, 正常 の 帯 磁 方 位 を 示し , 鮮新 世 と 考え を られ 
る 。 


16. 終 色 弟 灰 岩層 形成 に 関す る 試論 
大 阪 市 大 松本 隆 ・ 池 辺 展 生 


緑色 涯 灰 岩層 を 日 本 列島 に お いて 中 新 世 鮮新 世に 
か け て 形成 され た 火山 性 の 地層 と いう ょ うに 拡張 解 
RL, さら に 本 論 の 対照 と な る 地域 を 主として 本 狼 
裏 日 本 側 及 び 瀬 戸 内 地域 に 限る と き 火 山 活動 と 地殻 
運動 の 相関 え 係 が 明か に され た . 

と れ に ょ つて , ある 特定 の 地殻 運動 は 特定 の 質 を 
も つた 火山 活動 た 対応 する こと が うか が われ る . A 
の 特徴 は A-C-N ダイ アグ ラム 上 に 比較 的 明らか に 
表わさ れる . 

筆者 ちら は さら に , この よう な こと は 火山 岩 の 多様 
性 が マグ マ の 発生 時 の 状態 と 発生 の 場所 に と ょ つて 甚 
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本 的 に 決定 され る と と を 示す も の で あろ うこ と を 壇 
像 し , Di-Ab-An 系 の 平衡 図 を み model と し て A- 
CNA A TN ES RO 
rock series の も の に つい て , その 可能 性 を 検討 す 
る と 共に hypersthenic rock series の ある も の に つ 


こつ ペ 


いて も 別 の 方 法 で 検討 を 加 を た . 


pigeonitic 


RIAA (白滝 産 ) の 粘 弾 性 
北大 地球 物理 村 UE fe) 


KE RON MPLA ORB IC 30 SHEDS 
PARR KO CHE SL LEME CULM A & 
く な り 一 定 値 と な つて ゆく こと は 結晶 間 の 熱 力学 的 
に 不安 定 な 部 分 の 再 結 晶 た と ょ つて 説明 し うる か も 知 
れ な い . この こと こと を 験 する た め glassy state の 黒 
過 石 に つい て 行 つ た 実験 の 結果 次 の こと が 解 つ た . 

(1) 800~1150°C で 加熱 速度 を 変 を て も 粘性 は 
同じ で あつ て , 750°C 附近 で 急減 する . 

(2) —FETREE Conk UC h MEILA Biel. 

(3) 800°C 以上 で 粘性 は 可逆 的 で ある . 

(4) 弾性 率 は 750°C まで 殆 ん ど 一 定 で , それ を 
と を る と 急減 する 

以上 の こと か ら 750°C 近く で 長 時 間 加 熱 す れ ば 
再 結晶 を みう る 可能 性 が ある . 


18. 明神 礁 爆発 に よる 津 浪 ID 
東京 水産 大 = 好 FF 


前 回 講演 の 結果 に ょ り , われ われ は 浪 源 に 対し て 
pe og oe ee 
特性 た 関す る 研究 を 進め て よい . 

人 退 源 の 海面 隆起 を 表わす 初期 条件 を 


cp? 
Yo= pa ya (1) 


要 8 


と し て , これ か ら ひ ろ が る Cauchy-Poisson JX 
解い て 見 る と 


chogt? gg ge (2) 
COPE 4x? 


と な る . た だ し Ko RABBRO-MCH OT, 
o か ら 0 まで 単調 と 減少 する . 従 つ て と この 時 の 
Cauchy-Poisson 波 に は 停止 点 は 現われ な い . 

次 に 明神 礁 か ら 人 入 丈 島 に 到 る みち の り の 差 (2a) を 
考え , (2) 式 の 中 r の 代り に (r-a) RANT, 

ニニ っ の 波 を 重ね て や る と , 信 丈 島 に お ける 津 浪 は 


as ci gt gt?a 
Be (: Ay? eo 8r2 


2 2: 
ms cos( = + st + (3) 


と な り , 求め る a は 1 次元 の 津波 の 場合 と 同じ く 
Iskmek ica. LiL, © ORs 7a te 
fraction diagram に 現われ る みち の り の 差 と 比べ 
る に は 研究 を 要する . 

1. 以上 は 水深 無限 大 の 場合 で あつ て , 爆発 と 同 
時 に front が 達する 場合 で ちあ る. 実際 に は 30 | 分 後 
KEL CWSOC, HILMbENSESCHS. CO 
両者 の 遅れ の 比 は 0 と 1 の 間 と 推定 され る が , 例 
を ば 2 以上 と 見 で 停 正 閣 の 遅れ を 17 Pe RET 
BL, 爆発 後 58 分 で 停止 点 が が 出る と いう こと は , 
無限 水深 の 場合 は 41 分 後に 現われ る 箸 の も の で あ 
つた ChpPbwMBT ZL a—3.6km LreB. 

2. 実際 の 2 つの 経路 の 1 つ は 深く て 長く , 129 
は 浅く て 短い と する と , どちら の 経路 を 遠い と すべ 
きか , 有限 水深 が 波 速 と 波形 に 及ぼ す 両 影響 の 比較 
の 問題 た な る . 

(ここ に 停止 点 と は 短 周 期 振 動 の 振 由 が ゆる や か に 
変動 し , COPPA BICOL BW dw DIMA, 
Cis <) 
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トロ ント に お ける 第 11 回 IUGG 総会 


KON 


XA 


(東京 大 学 理学 部 地質 学 教室 ) 


IUGG (International Union of Geodesy and 
Geophysics) の 第 11 回 総会 な 1957 年 9 月 3 日 か 
bl BECO Are hey bObey xe 
で 開催 され た . 参加 者 1500 名 た 近い と いね わ れる. 
自 林 代表 ど で 坪井 恵三 (東大 ・ 主 席 代 表 ), 青野 
雄一 郎 (ERT) > RAGE ( 京 大 )・ 東 5 ( 北 
A) + AAR GRA) + Re (東北 大 )・ 小島 
fe GRA) + ANA GRA) + HH CORA) - 
本 誠一 (RRM) > PRL GRA) > [Ree ( 気 
象 研 ) ・ 武藤 勝彦 (地理 調 ) ・ 大 林 辰 蔵 (電波 研 )・ 
佐藤 泰夫 ( 震 研 ) ・ 島 津 康男 (名 大 ) の 16 名 で あ 
つた . し か し 米 ・ 英 ・ 仏 ・ ッ 連 等 は それ ぞ れ 数 十 名 
の 代表 を 送っ つて いる の に 比較 すれ ば 日 本 代表 の 数 は 
まこ と に 少 い も の と い お ね ば な ら な い . 

9 月 3 日 の 午前 及び 14 日 は 開会 式 閉 会 式 た 当て 
られ , 事務 的 な 報告 や 儀礼 的 な 演説 が 行わ れ た . 開 
会 式 た は カナ ダ 首 相 ・ オ ンタ リオ 州 知 事 ・ ト ョ ント 
市 長 も 出席 し て 挨拶 を 行 つ た . 他 の 日 は 7 つの 部 会 
(地震 ・ 地 磁気 ・ 気 象 ・ 測 地 ・ 海 洋 ・ 陸 水 ・ 火 山 ) に 
分 れ て 講演 ・ 討 論 が 行わ れ , 叉 この 間 に ナ イア ガラ 
澤 布 ・ ト ョ ント 市 北方 の 湖水 等 た 見 学 旅行 が 行わ れ 
た 筆者 は 火山 部 会 と の み 出 席 し た の で 以下 火山 学 
部 会 の 様子 だ け を 報告 する . 

まず 最も 重要 な 議題 は International Associa- 
tion of Volcanology の 再 組 織 の 問題 で あつ た . GE 
来 こ の 部 会 は 他 に 比 じ て 活動 が 低調 で あつ た と いう 
批判 が あつ た . これ は 講演 会 提出 され た り , また 
は 機関 紙 Bulletin Volcanologique に 発表 され る 
論 衣 が 単 た 火山 噴火 の 記載 た 止ま つた も の が 比較 的 
多かっ うた こと と が 主 な 理由 で あつ た らし じい . そこ で 部 
会 の 活動 対照 と な る 問題 を 単 記 火 山 活動 だ け に 限定 
せ ず , geochronology や 地球 の 構造 に まで 拡大 じ , 
同時 に 部 会 の 名 称 も それ に さわ し いよ うに 改め よ 
うと いう 提案 が あり , 今回 の 会 議 で 結論 を 出す 段 取 
り に な つて いた . そこ で 各国 代表 間 で 色々 と 討議 を 
行 つ た 末 結 諭 と し て 部 会 名 は 従来 の まま と し , その 
代り 活動 対照 を 拡げ て マグ マ の 問題 や geochrono- 


logy の 問題 を も 取入れ る と いう こと を 明らか に す 
る た め に 次 の 4 つの 部 門 を 設置 する こと に な つた . 
1. Section of active volcanoes 
2. Section of volcanophysics (including spe- 
cially geophysical, nuclear, geothermal, 
and tectonic aspects) 
3. Section of physical chemistry of magmas 
(including exhalation and trace elements) 
4. Section of paleovolcanology and pluton- 
ism 
#F7eS* CH? C# Catalogue of Active 
Volcanoes of the World の 出版 も 継続 する こと , 
ベル ギー 領 コ ン ゴ に ある 世界 唯一 の lava lake の 
近く に 観測 所 を 設立 する こと の 必要 性 を ベル ギー 牙 
FRc recommend する こと 等 の 決議 も 行わ れ た . 次 
期 の 役員 は 次 の 如く 決定 し た . President + LT 
A. Rittmann (Switzerland), Vice President と 
ic J. F. Schairer (USA), Secretary と し て 
F. Signore (Italy) 第 1, 2, 3, 4 D# #8 ho 
Chairman と し て それ ぞ れ Neumann van Padang 
(Holland), G. Gorshkov (USSR), 久野 (AA), 
B. Géze (France), また 本 部 会 と し て 今後 取上げ ば 
る べき symposium と し て は 1) 火山 噴火 特に 噴 
火 の 性 質 の 予知 , 2 マグ マ に お ける 結 品 ・ 液 体 ・ 
ガス の 平衡 状態 と 噴火 の 性 質 と の 関係 , 3) BER 
び 燈 結 北 灰 岩 等 六 採 択 さ れ た . 一 方 筆者 は 上 日 本 代表 
と し て 本 部 会 に 関連 し た symposium を 1960 年 以 
後日 本 で 開催 する 希望 を 有する こと を 述べ , Bm 
得 ら れ た の で , その 具体 案 を 次 回 の 総会 (1960 年 7 
月 また は 8 月 た Finland の Helsinki で 開催 され 
る こと に 決定 ) に 報告 する こと を 約 し た . 
火山 学部 会 で は 約 60 OMA HEN (wes 
ts). その 著者 ・ 題 目 は 本 六 末尾 に 掲げ る 如 く で 
ある (WAAR). この うち の 約 半 数 は 火山 学部 会 と 
地震 学部 会 と 共同 で 開か れ た Geochronology and 
radioactivity 及び Physicochemical interpreta- 


tion of the terms magma, crust, and substratum 
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に 関す る symposium で 読ま れ た も の で ある . 

米 ・ 英 ・ カ ナダ 等 で は 現在 geochronology の 研 
完 は 極め て 盛ん た 行わ れ て お り , 現在 は 地質 時 代 を 
EM CRAG STL, ご ここあ だ りり OE ED 
て いる . 従来 は 化石 で 地質 時 代 を 決め て いた の を , 
今後 は アイ ッ ト ー プ の 比 を 用 いて 岩石 の 年 代 RR 
め , それ か ら 逆 た に 化石 の 進化 を 論ずる よう に な る の 
で は な いか と いう 印象 を さる を 得 た ほど で ある . 

活 火 山 の 地球 物理 学 的 研究 た 関す る 論文 と し て 
は , 水上 ・ 茂 木 両 氏 に よる national report や 
Gorshkov に よる カム チャ ッ カ の Bezymianny 火 
山 の 大 爆発 (1955~56) た に 関す る 論 訪 が 最も 注目 さ 
れ た も の で あっ つた . 

火山 の 噴火 機巧 ・ 火 山 の 内 部 構造 ・ 火 山 岩 の 成因 
論 的 研究 た 関す る 論 訪 が 極め て 少 か つた こと は まこ 
と に き 宮 し い : 

以上 の ほか に F.H. Pough は 中 米 の 火山 の 天然 
色 映 画 を , 2 G. A. Macdonald は Kilauea 火山 
1955 年 の 噴火 の 天然 色 映 画 を 見 せ て 呉れ た . 

こと の 会 議 に 出席 し て 痛感 し た こと は , 火山 学部 会 
は 他 に 比較 し て た し か に 低調 で ある と いう こと で あ 
る . これ は 各 園 で 地球 物理 学者 ・ 地 球 化学 者 は 勿論 
の こと 地質 学者 で も 火山 を 研究 し て いる 人 の 数 が 極 
あて 少 い こと が 主 な 原因 で あろ る う 3. 日 本 で も 火山 研 
完 者 の 数 だ け は 音 か ら 多 か つた が , 地球 物理 学 ・ 地 
球 化学 ・ 地 質 学 の 各 視 角 か ら 火 山 現象 と いう 共通 の 
対照 を 鋭く 論じ 合う と いう 傾向 が 現われ た の は つい 
2・3 年 前 の こと で あり , それ すら も 未だ 充分 に 盛 
ん に な つた と は い を な い . 火山 特に 活 火 出 の 少 い 他 
の 国々 で は 大 山 学 に 対す る 科学 者 の 関心 の 薄い の は 
当然 の こと で あろ うぅ う . し か し 火山 学 は 決し て 活 火 山 
の 研究 た 限定 され る も の で は な い . 活 火 山 の な い 国 
で も 地質 学 的 た と 火山 又は 火山 岩 の 研 究 が 盛ん た 行わ 
0 で る 所 は 決 に 少な い 庄 英国 スラ ヌン ッ ド ラン トド 
の 第 三 紀 火山 地方 の 研究 が 火山 の 内 部 構造 や 火成岩 
成因 論 に 関し て 大 き な 頁 献 を し て いる こと は 材 知 の 
こと で ある . この 様 な 地質 学 的 岩石 学 的 の 研究 成果 
と , 日本 で 行わ れ て いる よう な 活 大 山 た 於 ける 種々 
の 地球 物理 学 的 観測 結果 と が 共通 の 場 で 発表 され 議 
論 さ れ て は じ め て 炎 山 学 の 発展 が 達せ られ る の で あ 
る . この 場 が 日本 火山 学会 で あり 又 3 年 に た 一度 の 
IAV の 会 合 で な けれ ば ば ならない, : そ し で この 様 な 


会 合 で の 議論 が 感 ん た な る た め に は , どの 様 な 立場 
か ら 火 山 を 研究 し た た に し て も, 火山 の 内 部 の 構造 ・ 
火山 噴火 の 原因 ・ 噴 大 機巧 ・ 噴 出 物 の 堆積 機巧 筆 に 
関し て 何等 か の 解釈 の 与え を られ て いる よう な 論 放 が 
読ま れる こと が 必要 で ある . 勿論 個々 の 火山 の 地質 
の 記載 ・ 火 山 活動 の 経過 の 記述 等 は 上 の よう な な 目的 
に 達する た め に ぜひ 踏ま な けれ ば な ら な い ス テッ プ 
で ある か ら , この 様 な 記載 的 論文 も 必要 で ある . し 
か し これ ば か り で は 不可 で ある . IAV wget 
る た め に 日 本 の 火山 学者 の 活躍 を 期待 する . 


A. Rittmann: Physico-chemical interpretation 


of the terms magma, migma, crust and substra- 
tum (Presidential address). 

A. Rittmann: Some aspects of geosynclinal 
and deep sea volcanism. 

H. Kuno: Origin of Cenozoic petrographic 
provinces in Japan and surrounding areas. 

P. Brenon et P. Bussiére: Le volcanisme 4 
Madagascar. 

G. C. Georgalas: L’éruption du volcan de 
Santorin en 1939-1941. L’éruption des démes 
Smith et Reck et l’entonnoir jumeau-Kténas. 

A. A. de Mendonga Dias: A crustal deform- 
ing agent and the mechanism of the volcanic 
activity in the Azores. 

G. A. Macdonald: Protection of places from 
lava flows. 

G. Imb6: 


sulla viscosita magmatica. 


Considerazioni sulla tensione e 


S. I. Naboko: Volcanic exhalations and pro- 
ducts of their reactions as exemplified by Kam- 
chatka-Kurile volcanoes. 

G.S.Gorshkov: Gigantic eruption of Volcano 
Bezymianny. 

A. P. Lébédev: Paleovolcanological format- 
ion of Toungousska. 

V.I. Vlodavetz: On the underground struct- 
ure of some volcanoes on Kamchatka. 

V. V. Ivanov: Present-day hydrothermal 
activity within Kurile-Kamchatka Island arc 
and its relation to volcanicity. 


K. G. Chirinian: Traits généraux du volca- 
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nisme récent en Arménie. 
G. S. Gorshkov: 

lems of volcanology. 
Ting Ying H. Ma and Chia-Lin Pan: 


lopment of volcanic belts together with the 


On some theoretical -prob- 


Deve- 


zones of deficient gravity along the margin of 
crustal masses. 

F. Mooser and N. Maidonado-Koerdell: 
Mexican national report on volcanology. 

T. Minakami and K. Mogi: 
canic activities and volcanological studies in 
Japan for the period from 1954 to 1957. 

J. T. Wilson: 
its rock associations. 

B. Géze: 


noes of Tibesti. 


Report on vol- 


Evolution of the crust and 
Contribution to the study of volca- 
Rémy: Un type particular de volcans du 
Tibesti, Ahaggar (Sahara central)-Le massif de 
la Tellenteba. 
L. Glangeaud: 西部 アラ マラ リカ の カル デラ に つい 
て ( 原 表 題 不明 ) 
J. -C. De Bremaecker: 
火山 活動 ( 原 表 題 不明 ) 
Academy of Science of the USSR: 
mation on the researches about the recent 
volcanism published in 1954-1956 in the USSR. 
Machado: 


Plateau. 


jes —FR ay 2D 


Infor- 


Submarine pits of the Azores 


Lopez de Arcona: Mapa volcanologico de la 
isla de la Palma. 

Australian National Committee on Geodesy 
and Geophysics: 
on Volcanology 1954-1956. 

Cucuzza-Silvestri: L’Etna en 1956- varia. 

L. T. Aldrich, G. R. Tilton, G. W.Wether- 
ill sand: G.. Ik: Davis: 
rocks. 

G. W. Wetherill, L. T. Aldrich and G. L. 


Davis: Potassium-argon and rubidium-strontium 


Report of the Sub-Committee 


Radioactive ages of 


age measurements. 
S.S. Goldich, H. Baadsgaard and A.O. Nier: 


Investigations in A*/K* dating. 


A.A. Polkanov and E.K. Gerling: K-A and 
Rb-Sr methods and age of Pre-Cambrian of the 
WESSSUR. 

P.M. Hurley: Progress report on A/K and 
Sr/Rb age measurements. 

A. A. Smales, R. K. Webster and J. W. 
Morgan: Some recent Harwell analytical work 


on geochronology. 


H. Faul: Age of some ‘‘Hercynian’”’ granites 
in Europe. 
J.P. Rothe: Présentation d’une carte de la 


radioactivité der Vosges hercyniennes. 
M. V.N. Murthy: 
bearing on dating granites. 
MME. A. Hee: 
des Vosges. 
R. E. Folinsbee and W. D. Ritchie: Late 
Cretaceous geochronology. 
P. W. Gast, Olavi Kouvo, and Leon Long: 


Absolute ages from the Fennoscandian shield. 


Zircon studies and their 


Age absolu de deux granites 


U. Aswathanarayana: Age of pegmatites, 
India. 

-G. J. Wasserburg: 
Series. 

L. Cahen, P. Eberhardt, J. Geiss, F. G. Hou- 


On a certain correla- 


The age of the Glenarm 


termans and P. Signer: 
tion between the isotopic composition of the 
lead of galenas and their content of trace ele- 
ments. 
R. D. Russell and R. M. Farquhar: 
analysis of leads from Broken Hill, Australia. 
R. M. Farquhar and R. D. Russell: 


lous leads from the Upper Great Lakes region 


Isotopic 


Anoma- 


of Ontario. 
A. P. Vinogradov: Isotopic composition of 
the chemical elements of meteorites and the 
crust of the earth and geochemical conditions. 
SE Singer: 


origin of meteorites. 


Cosmic ray evidence of the 


B. F. Grossing: Temperature changes in the 
earth due to the formation of a geosyncline. 


J. A. Jacobs and D. W. Allan: Temperatures 
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in the primitive earth. 


L. Knopoff: The lateral temperature inho- 


mogeneity in a static earth. 
E. A. Lyubimova: 


tory and its geophysical consequences. 


V. V. Beloussov: Types et origines des 
plissements. 

V.V. Beloussov: Développement des géosyn- 
clinaux. 


B. L. Glangeaud: Classification géodynami- 


4k 
yp 


The earth’s thermal his- 


な woke =e 5 
que des chaines plissées et origine des plisse- 


ments. 

R. W. Fairbridge: Statistics of non-folded 
basins. 

M. V. Gzovsky: Method of medelling in 
tectonophysics. 

C. S. Beals: Meteorite craters in Canada. 


B. M. Ewing, B.C. Heezen and J. Hirschman: 
Magnetic anomalies and seismicity in the Mid- 


Atlantic Ridge and its extensions. 
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#4 1957 29H 10 A 東大 地震 研究 所 
出席 者 水上 , 諏訪 , 山崎 横山 , 2ésk, ER, re 
木 . 
議 事 秋季 入会 の 開催 た 関し て , 開催 地 , 時 期 な 
ど を 討議 し 次 の 様 た 決定 し た . 

大 会 開催 場所 伊豆 大 島 元 町 

H 時 10 月 19 8, 204 

な 素 講演 者 の 申込 の 締切 り を '9 AKALL, 10 
月 2 日 た プロ ョ グラ ム 作 成 の 幹事 会 を 開く こと を 決 
PED hess 

& CICSMEAS KUN OV C— RA BRA 
を 開催 する 提案 が 出さ れ , RA, 諏訪 , 横山 の 三 
氏 に 玉 願 いす る こと と な つた . 


幹事 会 1957 年 10 月 2 日 東大 地震 研究 所 

出席 者 水上 , 岩崎 , 森本 , 諏訪 , 山崎 . 安 芸 , 上 

_ A, FAS, FRA. 

m 3 秋季 大 会 の プロ ョ グラム を 編成 し , 諏訪 氏 よ 
り 大 島 の 会 場 の 準備 状況 その 他 た つい て 報告 が あ 

Dice 


秋季 大 会 場所 PUKE 
出席 者 約 40 名 
10 月 19 日 9h~12h 
13h17h 講演 会 
19h~-21h 一 般 公 開講 演 会 
森本 , 諏訪 , 横山 三 氏 に ょ る 大 島 
火 出 に つい て の 護 演 が 行わ れ , 多 


元町 小学 校 


講演 会 


数 の 聴講 者 が あり 盛大 で あつ た .: 
Qh~llh 講演 会 
11h~12h 久野 久 氏 の IUGG To- 
ronto の 会 議 報 告 . 
12h~13h 懇親 会 
13h~17h バス に よる 三原 山 実 地 
見 学 
今回 の 大 会 は 会 発足 以来 始め て 東京 を 離れ た 会 
場 で 開催 され た が , 当初 の 予想 を 越え て 北海 道 , 
九州 を 始め 40 名 の 多数 の 参加 者 が あり , 講演 会 
も 活 洲 な 討論 に 終始 し た . | 
委員 会 1957 年 10 月 29 日 
ee SMEAR, 津屋 , AG, 森本 , NO, 横 f 
山 , 4B, 諏訪 , 水上 , GER. | 
議 事 
1. 文部省 科学 研究 費 配分 委員 の 選出 
TDS Bee HES Lic. 
2. 本 会 事務 の 運営 た つい て 
融 訪 会 計 幹 事 よ り 会 費 徴 集 , その 他 の 事務 
の 運営 に つい て 報告 が あつ た .。 と くに 現在 の 
会 務 担当 者 の 負担 が 大 きく , 円 滑 な 運営 の た 
め に は 専任 の 事務 員 を 必要 と し て いる 現状 
述べ られ , 討議 され た . その 結果 , 毎週 一 回 
事務 員 を 代 う こと , 会 費 の 徴集 に は 各 委 員 と 
も 積極 的 た 協力 する こと 等 示 承 認 さ れ た 。. 
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